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まちに華やか 

　　　お稚児さん

はな
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温泉棟「長湯温泉クアハウス」レストラン棟

「クアレストラン」

宿泊棟「クアホテル」

て
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
施
設

を
訪
れ
、
無
料
開
放
さ
れ
た
温
泉
棟

や
、
レ
ス
ト
ラ
ン
棟
で
の
食
事
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　
歩
き
湯
を
利
用
し
て
い
た
油
布

哲
夫
さ
ん
（
69
歳
・
大
分
市
）
は
「
周

囲
の
景
観
を
楽
し
み
な
が
ら
運
動

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
九
州
・
四
国

の
温
泉
地
を
巡
っ
て
い
る
が
、
炭
酸

泉
に
浸
か
り
、
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
げ

る
こ
の
施
設
を
温
泉
仲
間
に
も
広

め
た
い
」。
レ
ス
ト
ラ
ン
棟
で
一
緒

に
食
事
を
し
て
い
た
直
入
町
長
湯

の
古
荘
サ
ヨ
子
さ
ん
（
86
歳
）
と
大

塚
エ
ミ
コ
さ
ん
（
78
歳
）、
大
塚
美

代
子
さ
ん
（
76
歳
）
は
「
季
節
の
食

材
を
使
い
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
野

菜
た
っ
ぷ
り
の
メ
ニ
ュ
ー
で
、
味
付

け
も
ち
ょ
う
ど
よ
い
。
国
民
宿
舎
が

な
く
な
っ
て
寂
し
い
思
い
を
し
て
い

　
「
ク
ア
パ
ー
ク
長
湯
」
は
２
階
建

て
の
温
泉
棟
「
長
湯
温
泉
ク
ア
ハ
ウ

ス
」（
延
床
面
積
約
５
９
３
平
方
メ
ー

ト
ル
）
と
、
平
屋
建
て
の
レ
ス
ト
ラ

ン
棟
「
ク
ア
レ
ス
ト
ラ
ン
」（
同
約

２
４
３
平
方
メ
ー
ト
ル
）、
14
棟
の

宿
泊
棟
「
ク
ア
ホ
テ
ル
」
か
ら
な
る

複
合
施
設
で
、
建
築
界
の
ノ
ー
ベ
ル

賞
と
も
い
わ
れ
る
「
米
プ
リ
ツ
カ
ー

賞
」
を
受
賞
し
た
世
界
的
建
築
家
の

坂
茂
氏
が
設
計
。

　
高
濃
度
炭
酸
泉
を
源
泉
か
け
流

し
で
楽
し
め
る
温
泉
棟
は
、
１
・
８

メ
ー
ト
ル
の
短
い
丸
太
を
組
み
合

わ
せ
、
竹
籠
の
よ
う
な
大
屋
根
で
覆

わ
れ
た
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
施
設
で
、

男
女
別
の
内
風
呂
と
、
水
着
を
着
用

し
湯
中
運
動
が
で
き
る
湯
中
運
動

浴
槽
ゾ
ー
ン
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
湯
中
運
動
浴
槽
ゾ
ー
ン
に
は
直

径
６
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
１
・
１
メ
ー

ト
ル
の
楕
円
形
の
大
浴
槽
と
、
そ
の

浴
槽
と
つ
な
が
っ
た
片
道
25
メ
ー
ト

ル
の
歩
き
湯
が
あ
り
、
四
季
折
々
の

風
景
や
芹
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
楽
し

み
な
が
ら
健
康
増
進
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
58
席
あ
る
レ

ス
ト
ラ
ン
棟
で
は
地
元
の
食
材
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
楽
し

め
ま
す
。

　
４
月
25
日
か
ら
は
温
泉
棟
と
レ

ス
ト
ラ
ン
棟
が
プ
レ
オ
ー
プ
ン
し
、

大
型
連
休
と
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ

温泉療養の中核に

　
国
民
宿
舎
直
入
荘
の
跡
地
に
建
設
さ
れ
た
温
泉
療
養
複

合
施
設
「
ク
ア
パ
ー
ク
長
湯
」
が
６
月
２
日
、
待
望
の
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
。
中
長
期
的
な
滞
在
を
可
能
に
し
、
炭
酸
泉

の
持
つ
温
泉
力
を
最
大
限
に
活
か
し
た
健
康
増
進
施
設
が
、

こ
こ
に
誕
生
し
ま
す
！

炭
酸
泉
で
湯
中
運
動

ク
ア
パ
ー
ク
を
全
国
に

↑炭酸泉に浸かり、湯中運動ができる直径６メートルの大浴槽

↑長湯の四季折々の風景を眺めながら、ゆったり温泉を楽しめる

ば
ん
し
げ
る

ク
ア
パ
ー
ク
長
湯
、
オ
ー
プ
ン

広報たけた  令和元年６月号 2



6月号

今月の目次　Lineup

人口のうごき

※令和元年５月１日現在の住民基本台帳による

　　　　　　　　　 （ 前 月 比 ）

人　口　21,620  人 　（－ 24 人 ）

男　性　10,130  人 　（－ 11 人 ）

女　性　11,490  人 　（－ 13 人 ）

世帯数　10,230 世帯 （＋ 26世帯）

クアパーク長湯、グランドオープン

大分県信用組合と強力タッグ ほか

竹田市立図書館が日本建築学会作品

選奨を受賞 ほか

熊谷さん、児玉さんが最優秀賞／婚活コラム ほか

土砂災害への備えを万全に

たけたんトピックス

グランツたけた情報

高齢者の自立支援・介護予防・重度化

防止の推進に向けて

たけたんカレンダー

たけたんインフォ

たけたんインフォ／ふるさと求人情報 

たけたんインフォ／人権シリーズぬくもり 

休日・夜間の在宅当番医院／えがおの子育て小児科

学び舎／まるごと博物館

図書館に行こう

市長コラム「有由有縁」

令和新時代を翔ける ほか

郷土の植物／すくすく１歳／誕生おめでとう ほか

2
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5

6

7

8

11

12

14

16

20

22

23

24

25

26

27

28

■今月の表紙

５月12日、竹田城下町では十数年ぶりとなる稚児行

列が行われました。

西光寺（竹田市会々）の住職の交代と本堂と遙拝門

の保存修理の完成を祝うもので、烏帽子や天冠をか

ぶり華やかな衣装に身を包んだ子どもたちは、笛や

笙の演奏に合わせて城下町をゆっくり練り歩きまし

た。

■題　　字　草刈樵峰（竹田市在住の書家）

た
が
、
木
の
温
も
り
が
優
し
く
、
夜

景
も
キ
レ
イ
な
『
ク
ア
パ
ー
ク
長
湯
』

が
全
国
で
も
評
判
の
施
設
に
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
施
設
を
運
営
す
る
ク
ア
パ
ー
ク

長
湯
の
平
田
泰
浩
支
配
人
は
「
温
泉

で
楽
し
く
運
動
し
、
地
元
産
の
食
材

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
料
理
を
堪
能

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
皆
さ
ん
に
愛

さ
れ
、
長
く
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る

施
設
を
目
指
す
と
と
も
に
、
国
内
外

か
ら
お
客
さ
ん
を
呼
び
込
む
こ
と

で
、
地
域
に
活
気
を
も
た
ら
せ
た

ら
」
と
力
を
込
め
て
い
ま
し
た
。

　
施
設
で
は
、
厚
生
労
働
省
の
温
泉

利
用
型
健
康
増
進
施
設
（
連
携
型
）

に
九
州
で
初
め
て
認
定
さ
れ
た
「
長

湯
温
泉
療
養
文
化
館
　
御
前
湯
」

と
「
竹
田
市
直
入
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
体
育
館
」
と
連
携
し
な
が
ら
、

予
防
医
療
と
健
康
づ
く
り
の
取
り

組
み
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
ク
ア
パ
ー
ク
長
湯
」
の
営
業

時
間
は
午
前
10
時
〜
午
後
６

時
、
定
休
日
は
毎
月
第
１
・
３
水

曜
日
と
木
曜
日
。
温
泉
棟
及
び

運
動
浴
棟
の
利
用
料
（
１
回
あ
た

り
）
は
、
中
学
生
以
上
５
０
０

円
、
小
学
生
２
０
０
円
で
す
。
未

就
学
児
は
無
料
。
宿
泊
棟
の
料

金
や
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
ク

ア
パ
ー
ク
長
湯
（
☎
０
９
７
４-

64-

１
４
４
４
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　Ｂ＆Ｇ財団の助成を受け、整備

を進めてきた竹田市直入Ｂ＆Ｇ海

洋センター体育館内のトレーニン

グルームの利用ができるようにな

りました。

　室内に設置されたトレーニング

マシンや健康器具を使って、体力

づくり・健康づくりを始めてみま

せんか？

対象　高校生以上の方

利用時間　午前９時～午後９時

料金　２時間320円（延長１時間

につき160円）、回数券11回券

3200円、23回券6400円

定休日　月曜日

※利用される方はトレーニングウェ

ア、体育館用シューズを着用のこと

■問 竹田市直入Ｂ＆Ｇ海洋センター

☎0974-75-2240

石
破
茂
さ
ん
が
講
演

元
地
方
創
生
担
当
大
臣

トレーニングルーム
の利用が可能に！

　
「
ク
ア
パ
ー
ク
長
湯
」
の
オ
ー
プ

ン
当
日
に
、
衆
議
院
議
員
の
石
破

茂
さ
ん
が
お
越
し
に
な
り
、
講
演

を
行
い
ま
す
。

　
国
の
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付

金
事
業
で
整
備
し
た
「
長
湯
温
泉
ク

ア
ハ
ウ
ス
」
や
地
方
創
生
に
関
す
る

↑竹籠のような大屋根で覆われた温泉棟（①）、レストラン棟で

は季節の食材を使った料理を楽しめる（②・③）、14棟ある宿

泊棟はシングルまたはダブルユースの２種類を備える（④・⑤）

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機

会
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
　
６
月
２
日
㈰
　
午
後
１
時

〜
２
時
30
分

会
場
　
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
「
廉
太

郎
ホ
ー
ル
」

※

入
場
料
は
無
料
で
す
が
、
入
場

整
理
券
が
必
要
で
す
。

■問 

企
画
情
報
課
　
☎
63-

４
８
０
１ 

①

④

⑤

②

③
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大分県信用組合と強力タッグ ほか □□□□□□□□□□□□

大分県信用組合と
強力タッグ

自宅まで移動販売します

城
下
町
に
活
気
と
に
ぎ
わ
い
を

↑協定書に署名をする大分県信用組合の𠮷野一彦理事長（写真中央）と首藤市長

↑竹田市城下町交流プラザの完成イメージ。

奥が多目的棟で、右が管理棟。中央の駐

車場はイベント広場にも活用できます

↑移動販売協力事業所に認定証が交付されました

　
５
月
20
日
、
県
内
で
は
初
と
な
る

大
分
県
信
用
組
合
（
��
野
一
彦
理
事

長
）
と
の
「
災
害
時
に
お
け
る
指
定

緊
急
避
難
場
所
と
し
て
の
施
設
利

用
に
関
す
る
協
定
書
」
の
調
印
式
が

市
役
所
本
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
緊
急
一
時
的
に
身
の
安
全

を
確
保
す
る
「
指
定
緊
急
避
難
場

所
」
に
、
古
町
通
り
に
あ
る
同
組
合

竹
田
支
店
の
駐
車
場
（
４
５
７
平
方

メ
ー
ト
ル
）
を
指
定
す
る
運
び
と
な

り
、
式
で
は
首
藤
市
長
と
��
野
理
事

長
が
協
定
書
に
署
名
し
、
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

　
��
野
理
事
長
は
「
安
心
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
微
力
な
が
ら

協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
首
藤
市
長
は
「
地
元
自
治

会
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
今
回
緊
急

　
竹
田
市
竹
田
町
に
建
設
さ
れ
る

「
竹
田
市
城
下
町
交
流
プ
ラ
ザ
」
の

起
工
式
が
５
月
８
日
、
現
地
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
地
域
住
民
の
福
祉
、
健
康
、
文
化

の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
市
民
と
観
光

客
が
交
流
を
深
め
、
中
心
市
街
地
の

に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
施
設
と
し
て

新
し
く
建
設
さ
れ
る
城
下
町
交
流

プ
ラ
ザ
は
、
平
成
25
年
か
ら
旧
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
部
会
（
��
弘

央
部
会
長
）
を
中
心
に
、
官
民
が
一

体
と
な
り
建
設
に
向
け
た
議
論
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
設
計
は
新
国
立
競
技
場
の
デ
ザ

イ
ン
を
手
掛
け
た
隈
研
吾
建
築
都

市
設
計
事
務
所
（
東
京
都
）。
当
初
、

２
階
建
て
で
検
討
さ
れ
て
い
た
施
設

避
難
場
所
と
し
て
提
供
い
た
だ
け

る
こ
と
に
感
謝
し
た
い
」
と
述
べ
、

秋
田
勲
・
竹
田
地
区
自
治
会
長
会
長

は
「
地
区
に
は
古
い
家
が
多
く
、
地

震
に
よ
る
家
屋
倒
壊
の
恐
れ
が
あ

る
。
身
近
な
と
こ
ろ
に
避
難
所
が
で

き
、
地
元
住
民
と
し
て
は
大
変
あ
り

が
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
日
は
本
市
と
「
地
方

創
生
・
包
括
連
携
協
定
」
を
結
ぶ
同

組
合
が
共
同
で
開
発
し
た
新
商
品

の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
子
育
て
世
帯
を
応
援
す
る

「
竹
の
子
す
ま
い
る
定
期
」
と
、
中

九
州
横
断
道
路
竹
田
Ｉ
Ｃ
近
く
に
造

成
中
の
住
宅
団
地
「
中
九
州
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
」
の
分
譲
地
購
入
を
支
援
す

る
「
夢
・
お
う
え
ん
プ
ラ
ン
」
を
新

た
に
開
発
、「
農
村
回
帰
応
援
ロ
ー

ン
」
の
内
容
を
拡
充
し
た
商
品
と
あ

わ
せ
て
発
売
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
首
藤
市
長
は
「
本
市
が
進
め
る

施
策
の
第
３
弾
、
４
弾
と
な
る
商
品

化
。
多
く
の
方
々
に
利
活
用
さ
れ
る

よ
う
願
っ
て
い
る
」、��
野
理
事
長
は

「
共
に
手
を
取
り
、
新
商
品
の
取
り

組
み
を
進
め
、
市
の
発
展
に
寄
与
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
本
市
が
推
進

す
る
取
り
組
み
と
リ
ン
ク
し
た
新
商

品
の
効
果
の
あ
る
展
開
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

は
、
作
業
員
の
人
手
不
足
や
建
設
資

材
の
高
騰
に
よ
り
平
屋
建
て
に
変

更
し
、
会
議
室
な
ど
の
多
目
的
ス

ペ
ー
ス
を
備
え
た
多
目
的
棟
（
鉄
骨

造
、
延
床
面
積
約
１
３
８
平
方
メ
ー

ト
ル
）
と
、
事
務
室
や
授
乳
室
、
多

機
能
ト
イ
レ
等
を
備
え
た
管
理
棟

（
木
造
、
同
約
94
平
方
メ
ー
ト
ル
）

を
配
置
。
施
設
は
バ
ス
の
待
合
所
や

災
害
時
の
一
時
避
難
所
機
能
を
有

し
、
21
台
の
駐
車
が
可
能
な
駐
車
場

は
イ
ベ
ン
ト
時
の
広
場
機
能
を
兼
ね

て
い
ま
す
。
総
工
費
は
約
２
億
７
９

０
万
円
で
、
う
ち
国
の
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
が
８
２
３
０
万
円
、

事
業
費
の
95
％
に
充
当
で
き
る
合

併
特
例
債
が
１
億
１
９
３
０
万
円

（
70
％
は
国
の
交
付
税
措
置
）
で
、

市
費
は
６
３
０
万
円
。

　
式
に
は
関
係
者
ら
約
70
人
が
出

席
し
、
工
事
中
の
安
全
を
祈
願
し
ま

し
た
。
首
藤
市
長
は
「
こ
の
施
設
が

城
下
町
の
再
生
と
活
性
化
の
原
動

力
と
な
り
、
ま
ち
の
中
心
部
に
に
ぎ

わ
い
を
生
み
出
す
場
と
な
れ
ば
」
と

あ
い
さ
つ
。

　
城
下
町
の
魅
力
を
広
く
発
信
す

る
「
竹
田
市
城
下
町
交
流
プ
ラ
ザ
」

は
来
年
３
月
に
完
成
予
定
で
す
。

　買い物支援を必要とする高齢者や障

がい者の方、子育て世帯などに対し

て、自宅等への移動販売を行う「竹田

市移動販売協力事業所」に次の事業所

が認定されました。

　日常生活に欠かせない食品や食材、

日用品などを宅配するとともに、見守

りや声かけも併せて行います。

 ふじよしストア（☎62-4815）　

宅配範囲　玉来、入田、嫗岳、城原、

宮城地区の一部、菅生、宮砥地区

 後藤豆腐店（☎68-2904）

宅配範囲　荻地域

 阿南商店（☎62-4817）

宅配範囲　入田、宮砥、嫗岳地区

 移動スーパーふくろう便

（☎080-6472-2710）

宅配範囲　明治、岡本地区の一部、直

入地域

※事業所によって、対応できる地域、

曜日や時間、サービス内容が異なりま

すので、詳しくはそれぞれの事業所ま

たは高齢者福祉課高齢者支援係（☎

63-4809）までお問い合わせください。

い
さ
お
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竹田市立図書館が日本建築学会作品選奨を受賞 ほか

市議会議長などが決定

↑「竹田の街並みと調和がとれた設計」と高く評価さ

れた竹田市立図書館

佐田啓二議長 本田忠副議長

　５月10日、令和元年第２回臨時会が

開催され、議長に佐田啓二議員（64

歳・穴井迫）が選出され、その他の議

会人事も決定しました。

新体制が決まりました

 旭日双光章

中村  憲史さん

（71 歳・南稲葉）

　５月10日、竹田市自治会連合会総会

が開催され、今年度の役員体制が決定

しました。（地域・自治会）

会　長　工藤厚憲（荻・西福寺）

副会長　合澤秀長（竹田・九重野田原）

　　　　甲斐博昭（久住・千人塚）

　　　　松尾良作（直入・神堤）

　中村さんは17年６か月にわた

り議員に在職し、市議会議長、

市監査委員等を歴任され、卓越

した指導力と統率力で、市政の

発展と議会の円滑な運営に貢献

されました。

 旭日双光章

工藤  一成さん

（70 歳・阿蔵）

　工藤さんは５期18年にわたり

議員に在職し、市議会議長、副

議長、総務常任委員会委員長等

を歴任され、地方自治の発展と

健全な議会運営、議会改革に尽

力されました。

 瑞宝単光章

大塚  哲生さん

（67 歳・馬場）

　大塚さんは知的障がい者授産

施設「福祉農場コロニー久住」

の作業指導員として、また福祉

工場「パルクラブ」の工場長、

施設長として、40年以上の長き

にわたり、農業を通じた障がい

者の自立支援に尽力されました。

 瑞宝双光章

𠮷弘   央さん

（87 歳・山手）

　𠮷弘さんは18年にわたり自治

会長を務め、平成24年の九州北

部豪雨では先頭に立って復興に

尽力されました。市自治会連合

会会長、県自治会連合会理事や

副会長を歴任。住民自治組織の

発展に貢献されました。

竹
田
市
立
図
書
館

春の叙勲

日
本
建
築
学
会
作
品

選
奨
を
受
賞

　
塩
塚
隆
生
ア
ト
リ
エ
（
塩
塚
隆

生
代
表
）
が
設
計
し
た
竹
田
市
立

図
書
館
が
、
学
術
・
技
術
・
芸
術
の

総
合
的
視
点
か
ら
み
て
、
特
に
優

れ
た
建
築
作
品
に
贈
ら
れ
る
「
２

０
１
９
年
日
本
建
築
学
会
作
品
選

奨
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
竹
田
の
伝
統
的
街
並
み
と
調
和

し
な
が
ら
、
内
部
を
屋
外
の
城
下

町
の
風
景
や
環
境
と
連
動
し
た
ラ

ン
ド
ス
ケ
ー
プ
（
人
工
環
境
と
自

然
環
境
の
調
和
を
目
指
し
て
構
成

さ
れ
た
外
部
空
間
の
総
合
的
な
景

観
）
と
捉
え
、
自
然
が
持
つ
多
様
性

に
倣
い
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
居

場
所
を
持
つ
よ
う
に
設
計
さ
れ
て

受章おめでとうございます

い
る
」
と
高
く
評
価
。
選
奨
12
作

品
の
ひ
と
つ
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
５
月
の
開
館
以
降
、

約
15
万
人
の
来
館
者
が
訪
れ
て
い

る
市
立
図
書
館
。
や
わ
ら
か
い
光

に
あ
ふ
れ
、
心
地
よ
い
風
が
流
線

形
の
書
架
に
沿
っ
て
流
れ
る
図
書

館
で
、
自
分
の
時
間
を
見
つ
け
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

↑油布さん（右）は「俳句の才能を査定する

テレビ番組『プレバト』の選者で、俳人の

夏井いつきさん（左）の選により受賞でき

てとても嬉しい」と笑顔を見せていました

油
布
さ
ん
が
一
筆
啓
上
賞
「
住
友
賞
」を
受
賞

　
徳
川
家
康
の
家
臣
、
本
多
作
左

衛
門
重
次
が
陣
中
か
ら
妻
に
宛
て

て
送
っ
た
手
紙
「
一
筆
啓
上
　
火
の

用
心
　
お
仙
泣
か
す
な
　
馬
肥
や

せ
」
に
ち
な
ん
で
日
本
一
短
い
手
紙

を
募
集
す
る
「
第
26
回
一
筆
啓
上
賞
」

で
、
油
布
晃
さ
ん
（
65
歳
・
片
ケ
瀬
）

が
「
住
友
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　『
先
生
』
を
テ
ー
マ
と
し
た
手
紙

３
万
９
４
６
８
通
の
応
募
の
中
か
ら

選
ば
れ
た
油
布
さ
ん
の
作
品
を
紹

介
し
ま
す
。

　『
夢
の
中
の
先
生
へ
』

　国
語
は
学
ば
な
く
て
い
い
。

　国
語
を
知
ら
な
い
と

　

　恥
ず
か
し
い
だ
け
を
学
べ
ば
い

　い
。
真
実
で
し
た
ね
。

（「
勉
強
は
楽
し
い
、
国
語
を
知
ら
な

い
と
恥
ず
か
し
い
と
い
う
こ
と
が
分
か

れ
ば
自
分
で
学
ぼ
う
と
す
る
」
と
い
う

先
生
の
言
葉
。
夢
の
中
で
真
実
だ
と
気

づ
き
ま
し
た
）

な
ら

なかむら      けん  し

  く  どう      いっせい

おおつか      てつ  お

よしひろ     ひろし

ゆ   

ふ 

あ
き
ら
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熊谷さん、児玉さんが最優秀賞／婚活コラム ほか

※16日㈮と22日㈭は休演日。23日㈮は貸切公演のため入場

　できません。

場所：ＴＡＯの里（くじゅう花公園近く）

2019年 8/8㊍→25㊐ 開場 8:00

メインLIVE 開演 14:30

今年の竹田市民チケットは、

8/８㊍～24㊏まで
期間中いつでも

竹田市民限定チケット

大　人6,000円→5,000円

利用OK！
※最終日25日㈰は期日指定券が必要です。竹田市民限定チケットでは入場できません。

小学生3,000円→2,500円

※チケットは、ＴＡＯ文化振興財団（ＴＡＯショップ）、竹田市観

光ツーリズム協会、竹田観光案内所（ＪＲ豊後竹田駅構内）、竹

田市役所各支所（荻・久住・直入）、

くじゅう花公園で取り扱っています。

問

　
一
番
気
軽
に
始
め
ら
れ
る
婚
活

は
、
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
で
間
違
い

な
い
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
ど
ん
な

も
の
な
の
か
わ
か
ら
な
く
て
、
踏

み
出
せ
な
い
と
い
う
声
も
聞
き
ま

す
。
今
回
は
、
定
番
の
婚
活
パ
ー

テ
ィ
ー
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
人
数
は
男
女
15
人
前
後
ず
つ
が

定
番
。
最
初
は
自
己
紹
介
タ
イ

ム
。
男
女
が
向
か
い
合
っ
て
席
に

つ
き
、
ひ
と
り
３
分
程
度
話
し
ま

す
。
時
間
が
き
た
ら
、
男
性
が
ひ

と
つ
隣
の
席
に
移
動
し
て
、
次
の

ペ
ア
で
お
話
。
次
は
、
フ
リ
ー
タ

イ
ム
。
も
う
一
度
話
し
て
み
た
い

人
と
お
話
し
し
ま
す
。「
い
い
で

す
か
？
」
と
声
を
か
け
る
様
子
は

何
度
見
て
も
ド
キ
ド
キ
。
最
後
は

「
フ
ァ
イ
ナ
ル
カ
ー
ド
」
の
記
入
。

い
い
な
と
思
っ
た
方
の
番
号
を
３

人
程
度
書
い
て
提
出
。
両
思
い

だ
っ
た
時
に
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
成

立
で
す
。
カ
ッ
プ
ル
に
な
っ
た
２

人
は
、
そ
の
ま
ま
お
茶
に
行
く
こ

と
が
多
い
で
す
ね
。

　
こ
れ
が
定
番
の
婚
活
パ
ー

テ
ィ
ー
。
竹
田
市
で
開
催
し
て
い

る
婚
活
イ
ベ
ン
ト
は
、
も
う

ち
ょ
っ
と
気
軽
で
す
。
ピ
ク
ニ
ッ

ク
や
陶
芸
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
し

な
が
ら
自
然
な
雰
囲
気
で
出
会
え

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら

が
合
う
か
は
、
そ
の
人
の
性
格
や

結
婚
へ
の
ニ
ー
ズ
次
第
。
自
分
に

は
ど
ん
な
も
の
が
合
う
か
な
ぁ
、

と
迷
う
方
は
、
い
つ
で
も
ご
連
絡

く
だ
さ
い
ね
。
竹
田
え
ん
む
す
び

の
イ
ベ
ン
ト
以
外
で
も
、
選
び
方

を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
よ
。

イ
ベ
ン
ト
等
詳
細
は
竹
田
え
ん
む

す
び
（h

ttp
://take

ta
-e
n
.in
fo
/

）

を
検
索

竹
田
の
婚
活
を〝
の
ぞ
き
見
〞コ
ラ
ム
⑦

定
番
の
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
っ
て
、ど
ん
な
の
？

竹
田
え
ん
む
す
び
公
式
サ
ポ
ー

タ
ー

合
同
会
社
ｆ
ｕ
ｆ
ｕ
代
表

　
　
　
　
　
　
　
市
原
　
史
帆

ＴＡＯ文化振興財団

☎0974-63-1133

※10:00~18:00、木曜定休

→

写真の部で最優秀賞

に 輝 い た 熊 谷 明 さ

ん。作品名は「冬の

鍋ヶ滝」

←

彫刻の部で最優秀賞

を受賞した児玉夏生

さん。作品名は「ゴ

ルフスイング３体」

第30回豊の国ねんりんピック「美術展」

熊谷さんと児玉さんが最優秀賞
　第30回豊の国ねんりんピック「美術展」において、

熊谷明さん（78歳・牧ノ元）が写真の部で、児玉夏

生さん（68歳・千人塚）が彫刻の部で、それぞれ最

優秀賞に選ばれました。

　最優秀作品については、11月に和歌山県で開催

される「ねんりんピック紀の国わかやま2019」に

出品されます。

　また、お二人を除く本市からの出品者の作品６点

については、６月中旬まで市役所本庁舎ロビーに展

示されます。ぜひご覧ください。

くまがいあきら こ だまなつ

お
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土砂災害への備えを万全に

土砂災害への備えを万全に

たけたケーブル
テレビの場合

市公式ホームページの場合 河
川
の
様
子
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
配
信

　
市
で
は
市
内
を
流
れ
る
河
川
の
６
か
所
に
つ
い
て
、
河
川
防
災
カ
メ
ラ
を

設
置
し
、
川
の
流
れ
る
様
子
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

　
カ
メ
ラ
の
映
像
は
、
た
け
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ま
た
は
竹
田
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
防
災
・
救
急
の
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

カ
メ
ラ
の
設
置
箇
所
は
、

①
竹
田
温
泉
花
水
月
（
稲
葉
川
）

②
玉
来
新
橋
（
玉
来
川
）

③
直
入
町
御
前
湯
（
芹
川
）

た け た 市 民 チ ャン ネ ル

（11CH）に合わせた後、リ

モコンのチャンネルの上下

ボタンで「上（∧）」を押す。

※機種によりボタンの配置

が異なる場合があります。

　  総務課防災危機管理室

☎63-1111（内線212）

トップ画面 → 「防災・救急」を選択

「防災」→「竹田市河川防災カメラ映像」を選択

※カメラ映像は保守中の場合や回線状況等

の影響により、配信を停止する場合があり

ますので予めご了承ください。

④
荻
町
南
河
内
（
滝
水
川
）

⑤
荻
町
陽
目
の
里
（
大
野
川
）

⑥
竹
田
市
入
田
（
緒
方
川
）

の
６
か
所
で
す
。

問

見たい
カメラを選ぶと

人
は
、
そ
の
ま
ま
お
茶
に
行
く
こ

テ
ィ
ー
。
竹
田
市
で
開
催
し
て
い

2019年６月発行7



□□□□□□□□□□□□

５年ぶりのバンザーイ！

陽目の里に響く歓声

↑祖母山山頂で万歳三唱をする登山客ら

↑「令和」の書を持って登山した人も

↑びっしょりになりながらエノハをつかまえる子

どもたち

　
５
月
３
日
、
大
分
県
と
宮
崎
県
に

ま
た
が
る
日
本
百
名
山
の
ひ
と
つ
祖

母
山
（
標
高
１
７
５
６
メ
ー
ト
ル
）

で
山
開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
祖
母
山
と
傾
山
、
大
崩
山
は
２
０

１
７
年
に
国
連
教
育
科
学
文
化
機

関
の
生
物
圏
保
存
地
域
（
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
）
に
登
録
さ
れ
、
独
特

の
景
観
美
と
原
生
的
な
自
然
を
併

せ
持
ち
、
希
少
動
植
物
の
宝
庫
と
し

て
名
高
い
地
域
で
す
。
祖
母
山
の
山

頂
祭
は
熊
本
・
大
分
地
震
や
悪
天
候

の
影
響
で
５
年
ぶ
り
の
開
催
と
な

り
、
早
朝
か
ら
約
千
人
の
登
山
客
が

山
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
山
頂
祭
で
は
シ
ー
ズ
ン
中
の
安

全
を
祈
願
し
神
事
が
行
わ
れ
、
最
高

齢
の
男
女
、
梁
井
光
壽
さ
ん
（
84

歳
・
福
岡
市
）
と
宮
本
愛
子
さ
ん

（
70
歳
・
宇
佐
市
）、
最
年
少
の
男

女
、
遠
藤
参
充
く
ん
（
６
歳
・
豊
後

大
野
市
）
と
渡
邉
雪
那
ち
ゃ
ん
（
６

歳
・
愛
知
県
岡
崎
市
）
に
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
お
神
酒
で
乾
杯
し
た

あ
と
、
全
員
で
万
歳
三
唱
。
主
催
者

か
ら
記
念
の
バ
ン
ダ
ナ
を
受
け
取
っ

て
い
ま
し
た
。

　
愛
知
県
岡
崎
市
か
ら
親
子
４
人

で
訪
れ
た
渡
邉
高
幸
さ
ん
は
「
子
ど

も
と
一
緒
に
日
本
百
名
山
を
巡
っ
て

い
ま
す
。
絶
好
の
天
気
で
、
阿
蘇
山

や
く
じ
ゅ
う
連
山
が
見
渡
せ
る
絶

景
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

機
会
が
あ
れ
ば
、
祖
母
山
の
豊
か
な

自
然
、
高
山
植
物
を
ゆ
っ
く
り
観
賞

し
な
が
ら
登
っ
て
み
た
い
」
と
笑
顔

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　青空の広がった５月３日、大野

川の自然の恵みに感謝する「第31

回大野川源流祭り」が荻町の陽目

の里で開催されました。

　朝早くから多くの観光客が訪

れ、神楽や歌謡ショーなどのス

テージイベント、エノハのつかみ

取り、250食限 定の春の山菜リ

ゾットコーナーなど盛りだくさん

の催しを楽しんでいました。

↑食品開発室を見学する生徒ら。約２ヘクター

ルの研修農場を併設した施設には食堂や浴室

も備えられています

九
州
文
化
学
園
、３
連
覇

　
５
月
10
日
か
ら
12
日
ま
で
第
53

回
九
州
高
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
年
連
続
で
同
じ
対
戦
カ
ー
ド

と
な
っ
た
決
勝
戦
は
、
九
州
文
化
学

園
高
等
学
校
（
長
崎
県
）
が
神
村
学

園
高
等
部
（
鹿
児
島
県
）
を
５
対
３

で
破
り
、
見
事
３
連
覇
を
達
成
し
ま

し
た
。

　
５
月
13
日
、
地
域
学
「
竹
田
久
住

学
」
を
学
ぶ
大
分
県
立
久
住
高
原

農
業
高
等
学
校
の
３
年
生
19
人
が

大
船
山
中
腹
、
標
高
約
１
４
０
０

メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
国
指
定
史

跡
「
入
山
公
廟
」
の
清
掃
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　
生
徒
ら
は
竹
ぼ
う
き
や
熊
手
を

使
い
、
草
や
枯
れ
葉
な
ど
を
集
め
る

な
ど
、
約
１
時
間
の
作
業
で
「
入
山

公
廟
」
は
見
違
え
る
よ
う
に
き
れ
い

に
な
り
ま
し
た
。

↑３年連続４度目の優勝を飾った九州文化学園

高等学校の皆さん

↑草や枯れ葉を集める生徒たち

地域の宝をキレイに

県
農
業
の
未
来
を
開
拓

　
県
が
久
住
高
原
農
業
高
等
学
校

の
敷
地
内
に
建
設
し
て
い
た
「
県
立

く
じ
ゅ
う
ア
グ
リ
創
生
塾
」
が
完
成

し
、
５
月
21
日
、
同
校
体
育
館
で
記

念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
広
瀬
勝
貞
県
知
事
は
「
県
内
の
農

業
系
高
校
９
校
の
生
徒
が
集
い
、
学

習
を
深
め
る
宿
泊
研
修
施
設
。
県
農

業
を
担
う
人
材
が
育
つ
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
。
髙
橋
匠

さ
ん
（
久
住
高
原
農
業
高
校
３
年
）

は
「
人
の
命
を
支
え
る
農
業
を
学

び
、
仲
間
た
ち
と
実
り
あ
る
研
修
の

場
に
し
て
い
き
ま
す
」
と
決
意
表
明

を
行
い
ま
し
た
。

　
施
設
は
鉄
筋
２
階
建
て
で
、
延
床

面
積
は
１
１
５
６
平
方
メ
ー
ト
ル
。

食
品
の
加
工
実
習
が
で
き
る
食
品
開

発
室
、
40
人
収
容
の
宿
泊
室
や
研
修

室
等
を
備
え
て
い
ま
す
。

や
な   

い   

み
つ 

と
し

さ
ん
じ
ゅ

ゆ
　
な

た
か
ゆ
き

広報たけた  令和元年６月号 8



たけたんトピックス

↑木の根元を掘り、土壌の硬さを調べる大分短期大学の

研究チーム

↑粕谷さんの鎮魂碑の前に設置された展示ケー

スを除幕する関係者

↑会場には、冬期の気温の高さと少雨の影響で

不作と言われるなか、生産者の熱意が感じら

れる200点の乾椎茸が並んでいました

品
質
向
上
を
目
指
し
て

戦争の記憶を後世に

　
４
月
24
日
、
竹
田
市
椎
茸
生
産
振

興
会
（
佐
藤
公
紀
会
長
）
主
催
の
「
第

11
回
竹
田
市
乾
椎
茸
品
評
会
表
彰

式
」
が
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
品
評
会
に
は
昨
年
を
40

点
上
回
る
２
０
０
点
の
出
品
が
あ

り
、
乾
椎
茸
の
品
質
向
上
を
目
指
す

生
産
者
の
熱
意
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
最
優
秀
賞
受
賞
者
・
団
体
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

●
８
０
０
グ
ラ
ム
の
部

天
白
冬
菇
　
工
藤
明
秀
（
直
入
）

茶
花
冬
菇
　
佐
藤
公
紀
（
竹
田
３
）

上
冬
菇
　
　
大
塚
信
一
（
直
入
）

香
菇
　
　
　
大
塚
信
一
（
直
入
）

香
信
　
　
　
工
藤
厚
己
（
直
入
）

●
団
体
の
部
　
竹
田
第
２
分
会

●
ほ
だ
場
コ
ン
ク
ー
ル
の
部
　

佐
藤
か
お
る
（
直
入
）

竹
田
の
唐
椿
の
樹
勢
回
復
へ

と
う  
つ
ば
き

　
竹
田
市
片
ケ
瀬
に
あ
る
市
指
定

天
然
記
念
物
「
唐
椿
」。
高
さ
約
７

メ
ー
ト
ル
、
樹
齢
２
０
０
年
と
い
わ

れ
る
唐
椿
は
、
八
重
咲
き
の
大
き
な

紅
色
の
花
を
つ
け
、
そ
の
直
径
は
15

セ
ン
チ
ほ
ど
に
も
な
り
ま
す
。

　
中
国
雲
南
省
の
原
産
で
、
国
内
で

は
確
認
さ
れ
た
本
数
の
少
な
い
非

常
に
珍
し
い
唐
椿
を
守
る
取
り
組

み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
唐
椿
は
、
片
ケ
瀬
の
大
庄
屋

だ
っ
た
児
玉
家
の
新
築
祝
い
に
、
竹

田
市
が
生
ん
だ
南
画
家
、
田
能
村
竹

田
（
１
７
７
７
〜
１
８
３
５
）
が
長

崎
か
ら
持
ち
帰
り
、
贈
っ
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

片
ケ
瀬
の
宝
を
守
れ

　
し
か
し
、
年
々
樹
勢
が
低
下
し
、

花
の
数
も
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

こ
と
か
ら
、
大
分
短
期
大
学
の
研
究

チ
ー
ム
が
現
地
に
入
り
、
そ
の
要
因

分
析
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
３
月
27
日
に
は
同
大
学
の
教
授

で
樹
木
医
の
吉
野
賢
一
さ
ん
や
学
生

ら
が
葉
や
花
の
形
態
、
根
の
発
達
や

土
壌
の
硬
度
な
ど
を
調
査
し
、
木
を

弱
ら
せ
る
原
因
を
探
り
ま
し
た
。

　
診
断
結
果
は
７
月
に
明
ら
か
に

な
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
結
果
を

基
に
樹
勢
を
回
復
さ
せ
る
方
法
を

検
討
し
、
併
せ
て
接
ぎ
木
に
よ
る
繁

殖
が
可
能
か
研
究
を
進
め
て
い
く

と
の
こ
と
で
す
。

　
太
平
洋
戦
争
末
期
の
昭
和
20
年

５
月
５
日
、
竹
田
市
久
保
に
墜
落
し

た
旧
日
本
軍
の
戦
闘
機
「
紫
電
改
」。

70
数
年
の
時
を
経
て
、
地
域
住
民
ら

が
落
下
地
点
か
ら
発
見
し
た
部
品

を
保
存
・
展
示
す
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
施
設
の
除
幕
式
が
５
月
５
日
、

現
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
紫
電
改
に
搭
乗
し
た
故
粕
谷
欣

三
さ
ん
（
享
年
19
）
は
、
熊
本
県
阿

蘇
市
付
近
の
上
空
で
ア
メ
リ
カ
軍
の

Ｂ
29
爆
撃
機
と
交
戦
。
紫
電
改
は
久

保
地
区
の
谷
あ
い
に
、Ｂ
29
は
竹
田

市
平
田
の
折
立
地
区
に
墜
落
。
日
米

合
わ
せ
て
12
人
の
兵
士
が
亡
く
な

り
ま
し
た
。

　
戦
争
の
記
憶
を
後
世
に
伝
え
よ

う
と
、
住
民
ら
は
昨
年
４
月
か
ら

捜
索
を
始
め
、
機
体
の
旋
回
性
能

を
上
げ
る
「
空
戦
フ
ラ
ッ
プ
」
の
一

部
な
ど
数
十
点
の
部
品
を
発
見
。

県
立
歴
史
博
物
館
で
科
学
的
処
理

を
施
し
、
そ
の
う
ち
の
数
点
が
今

回
、
粕
谷
さ
ん
の
鎮
魂
碑
の
前
に

設
置
さ
れ
た
展
示
ケ
ー
ス
に
保
存

さ
れ
ま
し
た
。

　
残
り
の
部
品
に
つ
い
て
も
保
存
処

理
が
終
わ
り
次
第
展
示
し
、
多
く
の

人
に
貴
重
な
歴
史
的
資
料
を
見
て

も
ら
い
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

“おいしくなーれ！”
　５月17日、別府大学附属幼稚園の

園児34人が岡大豆を使った味噌づく

りを体験しました。

　園児たちは茹でた大豆を塩や麹な

どの材料と混ぜ合わせるという、昔な

がらの伝統的な手法に挑戦。「おいし

くなーれ！」と声をかけながら、味噌

づくりを楽しんでいました。

　今後幼稚園で保管し発酵させた味

噌は、だんご汁づくりなどのイベント

で使用される予定です。

　今回使用した大豆は、江戸時代に岡

藩の特産品だった岡大豆の復活を目

指す大学地域連携運営協議会（麻生

一雄代表）と別府大学が共同で栽培

し、収穫されたもの。両者では今後も

岡大豆を使用した食品開発を進めて

いくとのことです。

↑手で材料をこねる園児ら

園児が岡大豆で味噌づくり

こうじ

2019年６月発行9



たけたんトピックス

竹田市地域おこし協力隊

山﨑奈緒美さんが着任

①大分市

②企画情報課（文化振興）

③竹田市がこれまで先進的に取り組んできたアーティスト

によるまちづくり事業がさらにステップアップできるよう、国

内外に向けて情報発信する仕組みづくりに取り組みます。

①前住所地 ②勤務先（担当業務） ③抱負

↑情熱的な表現力と豊かな音色で聴衆を魅了したミッシャ・マイスキー

（左）と長女のリリー・マイスキー

　
第
21

回
別
府
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
音
楽

祭
の
地
域
拠
点
コ
ン
サ
ー
ト
「
ミ
ッ

シ
ャ
・
マ
イ
ス
キ
ー
　
チ
ェ
ロ
・
リ
サ

イ
タ
ル
」
が
５
月
19

日
、
竹
田
市
総

合
文
化
ホ
ー
ル 

グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
世
界
的
チ
ェ
リ
ス
ト
、
ミ
ッ
シ
ャ
・

マ
イ
ス
キ
ー
は
１
９
６
６
年
、
チ
ャ

イ
コ
フ
ス
キ
ー
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で

入
賞
し
、
現
在
は
ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
東
京
な
ど
世
界
の

主
要
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
演
奏
活

動
を
展
開
し
、
自
由
で
情
熱
的
な
表

現
力
、
深
み
の
あ
る
音
色
で
熱
狂
的

な
支
持
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
当
日
、
会
場
に
は
市
内
外
か
ら
５

０
０
人
以
上
が
来
場
。
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ

ク
な
第
１
楽
章
か
ら
ユ
ー
モ
ラ
ス
な

第
４
楽
章
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な

る
雰
囲
気
を
持
つ
シ
ョ
ス
タ
コ
ー

ヴ
ィ
チ
作
曲
の
「
チ
ェ
ロ
・
ソ
ナ
タ 

ニ
短
調
Ｏ
Ｐ
・
40

」
で
は
、
ミ
ッ
シ
ャ

の

繰

り

出

す

数

々
の

技

巧

と
、

ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
の
よ
う
な
、

舞
踏
会
の
よ
う
な
、
聴
く
者
を
飽
き

さ
せ
な
い
め
く
る
め
く
魅
惑
の
世
界

に
、
会
場
の
誰
も
が
う
っ
と
り
と
し

て
い
ま
し
た
。

　
ア
ン
コ
ー
ル
曲
に
、
瀧
廉

太
郎
作
曲
「
荒
城
の
月
」
を

情
感
た
っ
ぷ
り
に
披
露
。
渾

身
の
演
奏
に
、
観
客
は
ス

タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー
シ
ョ

ン
で
称
え
て
い
ま
し
た
。

　
演
奏
会
終
了
後
、
マ
イ

ス
キ
ー
氏
は
「
廉
太
郎
ホ
ー

ル
の
音
の
響
き
が
と
て
も

良
い
こ
と
、
ま
た
観
客
の
皆

さ
ん
が
と
て
も
喜
ん
で
い

る
こ
と
が
伝
わ
り
、
ア
ン

コ
ー
ル
を
６
曲
も
し
て
し

ま
っ
た
よ
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　
同
じ
く
元
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
竹
藝
家
・
長
谷
川
絢
さ
ん
の

「
萌
芽
（H

o
u

g
a

）」
も
グ
ラ
ン

ツ
た
け
た
開
館
時
か
ら
ロ
ビ
ー
に

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。「
植
物
の

目
が
出
た
瞬
間
の
美
し
さ
を
表

現
し
た
」
と
い
う
本
作
は
、
第
22

回
全
国
竹
芸
展
で
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
作
品
。「
人
と
の
繋
が

り
や
竹
田
の
豊
か
な
自
然
の
な

か
で
育
ま
れ
た
テ
ー
マ
を
こ
れ
か

ら
も
形
に
し
て
い
き
た
い
」
と
長

谷
川
さ
ん
。

　
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
を
訪
れ
た
際

に
は
ぜ
ひ
作
品
を
ご
覧
い
た
だ

き
、
若
い
作
家
の
息
吹
、
そ
の
作

品
の
向
こ
う
に
あ
る
人
と
人
と
の

繋
が
り
に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
！

グランツたけたに 新たなシンボルが登場！

↑長谷川絢さんの作品「萌芽」

　
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
に
、
竹
田
市

で
活
動
す
る
若
手
彫
刻
家
・
森

貴
也
さ
ん
の
彫
刻
作
品
「
月
ま
で

届
く
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
森

さ
ん
は
元
地
域
お
こ
し
協
力
隊

で
、
現
在
も
竹
田
総
合
学
院
Ｔ
Ｓ

Ｇ
で
制
作
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。
第
72
回
行
動
展
で
最
高
賞

で
あ
る
行
動
美
術
賞
を
獲
得
、
今

後
が
期
待
さ
れ
て
い
る
若
手
彫

刻
家
の
ひ
と
り
で
す
。

　
今
回
グ
ラ
ン
ツ
に
設
置
さ
れ

た
の
は
、
森
さ
ん
が
「
復
興
」
を

テ
ー
マ
に
制
作
し
第
70
回
行
動

展
に
出
品
、
奨
励
賞
を
受
賞
し
た

作
品
。
鉄
や
ス
テ
ン
レ
ス
な
ど
の

金
属
を
使
っ
た
作
品
で
高
さ
は

約
４
・
６
メ
ー
ト
ル
。
平
成
24
年

の
大
水
害
か
ら
復
興
を
果
た
し

た
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
、
ま
た
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
が
現
代
美
術
に
触
れ
る
機

会
と
な
る
よ
う
ロ
ビ
ー
横
の
中
庭

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

↑森貴也さんの作品「月まで届く」。

森さんは「どのような世界であっ

ても人々が手を取り合って繋がっ

ていけば、いつか必ず明るい光に

手が届く。月は太陽の光を受けて

輝くもの。市民の皆さんが太陽の

ように手を取り合って輝きなが

ら、この竹田市を輝かせていって

ほしい」と話しています

ハ
ー
モ
ニ
ー
奏
で
て

四
半
世
紀

　
合
唱
グ
ル
ー
プ
「
コ
ー
ル
竹
田
・

メ
リ
ー
ズ
」
の
結
成
25

周
年
を
記
念

し
た
コ
ン
サ
ー
ト
が
５
月
25

日
、
グ

ラ
ン
ツ
た
け
た
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
中
島
み
ゆ

き
の
「
糸
」、

ザ
・
ピ
ー
ナ
ッ

ツ
の
「
恋
の

バ
カ
ン
ス
」

な

ど

を

披

露
。
会
場
に

は

美

し

い

ハ
ー
モ
ニ
ー

が
響
い
て
い

ま
し
た
。

↑心に響く美しいハーモニーを披露した「コー

ル竹田・メリーズ」の皆さん

チ
ェ
ロ
界
の
巨
匠
が

心
を
揺
さ
ぶ
る

音
の
響
き
が
最
高
！

やま　さき　な　  お　  み
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グランツたけた情報

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｔ
２
０
１
９
　
サ
テ
ラ
イ
ト
セ
ミ
ナ
ー
報
告

世
界
的
指
揮
者
か
ら
学
ぶ
濃
密
な
ひ
と
と
き

　
４
月
28
日
、
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
廉

太
郎
ホ
ー
ル
に
て
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｔ
（
ト
ウ
キ
ョ
ウ
・
カ

ン
タ
ー
ト
）
２
０
１
９
サ
テ
ラ
イ

ト
・
セ
ミ
ナ
ー
in
竹
田
」
を
開
催

し
、
廉
太
郎
ホ
ー
ル
に
ラ
ト
ヴ
ィ
ア

語
の
歌
声
が
響
き
ま
し
た
。

　
九
州
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
約
１
８

０
人
（
２
日
間
）
の
参
加
者
は
「
歌

う
民
族
」
と
い
わ
れ
る
ラ
ト
ヴ
ィ
ア

を
代
表
す
る
合
唱
指
揮
者
、
シ
グ

ヴ
ァ
ル
ズ
・
ク
ラ
ー
ヴ
ァ
氏
か
ら
レ

ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、
数
万
人
の
合
唱

団
が
演
奏
す
る
「
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
・
ソ

ン
グ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
映
像

山蔭政伸氏がグランツたけた館長に

を
視
聴
、
第
２
の
国
歌
と
称
さ
れ
る

合
唱
曲
「
風
よ
吹
け
」
を
歌
い
、
歌

で
旧
ソ
連
か
ら
独
立
し
た
ラ
ト
ヴ
ィ

ア
の
人
々
の
「
生
命
」
の
歌
を
体
感

し
ま
し
た
。「
人
間
関
係
が
激
し
く

変
動
す
る
今
と
い
う
時
代
に
、
こ
の

よ
う
に
人
々
が
集
い
、
と
も
に
音
楽

を
奏
で
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
あ

る
。」
そ
の
言
葉
に
確
固
た
る
誇
り

と
気
品
を
感
じ
ま
し
た
。

　
最
後
に
「
み
な
さ
ん
の
熱
意
が
伝

わ
る
素
晴
ら
し
い
セ
ミ
ナ
ー
で
し

た
。」
と
い
う
参
加
者
へ
の
賛
辞
と

と
も
に
、「
こ
の
素
晴
ら
し
い
廉
太

郎
ホ
ー
ル
で
多
く
の
音
楽
が
演
奏

さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と

激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

↑指導をするクラーヴァ氏。TOKYO CANTATは、合唱の振興を目
的に1996年以来、毎年GWに行われている合唱のイベントです

　
令
和
元
年
５
月
１
日
付
け
で

一
般
任
期
付
職
員
と
し
て
山
蔭

政
伸
氏
を
竹
田
市
総
合
文
化

ホ
ー
ル
館
長
に
任
用
し
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
に
大
分
県
庁
退
職

後
、
公
益
財
団
法
人
大
分
県
芸

術
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
で

管
理
運
営
本
部
長
と
し
て
、
ま

た
ｉ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
ｋ
ｏ
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
副
館
長
、
さ
ら
に
大

分
県
国
際
交
流
プ
ラ
ザ
所
長
を

務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
28
年
度
か
ら
30

年
度
ま
で
、
公
益
財
団
法
人
ア

ル
ゲ
リ
ッ
チ
芸
術
振
興
財
団
の

事
務
局
長
と
し
て
も
幅
広
い
活

躍
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
蔭
館
長
は「
竹
田
市
と
は
、

芸
短
大
竹
田
キ
ャ
ン
パ
ス
や
瀧

廉
太
郎
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど

で
関
わ
り
が
あ
り
ま
し
た
。
市

民
と
行
政
が
一
緒
に
芸
術
文
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
ね
。
グ

ラ
ン
ツ
た
け
た
が
皆
さ
ん
に
愛

さ
れ
、
芸
術
文
化
の
拠
点
と
し

て
成
長
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

み
ま
す
。
グ
ラ
ン
ツ
は
〝
光
輝

く
〞
意
味
で
す
。
一
人
ひ
と
り

の
心
の
中
で
、
光
り
続
け
て
欲

し
い
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　
竹
田
市
民
と
と
も
に
創
る

「
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
」
の
舵
取

り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

山蔭政伸 館長

星乃もと子さん

　
業
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
講
師
を

招
き
、
劇
場
フ
ロ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
必
要
な
技
術
や
知
識
が
バ
ッ

チ
リ
学
べ
ま
す
。
参
加
希
望
者
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
申
込
書
と
一
緒
に

グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
ま
で
！

日
時
　
６
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰

講
師
　
星
乃
も
と
子
さ
ん
（
シ
ア

タ
ー
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
プ
ラ
ン
代
表
）

※

グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
で
は
、
グ
ラ
ン

ツ
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ

け
る
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

養
成
講
座
」
開
催
し
ま
す

グランツたけた　販売情報
感動わくわく！

☎ 0974-63-4837

●グランツ由学館Vol.1 チャイコフス

キーを聴いてみよう！ レクチャー

コンサート

期日　６月21日㈮　

開場　17:30／ 開演　18:00

会場　グランツたけた　廉太郎ホール

料金　1,000円（全席自由/消費税込）

●オペラシアターこんにゃく座公演

　「ロはロボットのロ」　

期日　７月31日㈬　

開場　18:00／ 開演　18:30

会場　グランツたけた　廉太郎ホール

料金　一般：3,000円　大学生：2,000

円　高校生以下：1,500円　親子価

格：4,000円（子ども２人目からは１

人1,000円）（全席指定/消費税込）

※団体割引（30名以上）あり。

※親子価格はグランツたけたのみで取り

扱い。身分証明書等が必要。

※高校生・大学生は当日学生証が必要。

※３歳未満入場不可。有料託児サービスあ

り。（申込締切７/24まで）

●ものまねエンターテイメント

　「コロッケコンサート～笑う顔には

　福来たる！～」

期日　９月29日㈰　※昼夜２回公演

会場　グランツたけた　廉太郎ホール

料金　一般：6,000円　竹田市民価

格：4,000円　Ｇ席（３Ｆバルコニー

席）：3,000円（全席指定/消費税込）

※３歳未満入場不可。有料託児サービスあ

り（申込締切9/22まで）

※チケット発売：６月22日㈯ 10:00～

※当日はコロッケの出身にちなんで「熊本

マルシェ（仮）」を開催予定！

※Ｇ席は一部見えづらい席です。

※市民価格ご利用の際は、市内在住を証

明するもの（運転免許証等）が必要。

※窓口でのチケット購入は１回の購入で

１人につき６枚まで。

やま かげ まさ のぶ
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高齢者の自立支援・介護予防・重度化防止の推進に向けて

　
竹
田
市
は
平
成
31

年
４
月
末
現
在
、

総
人
口
に
対
す
る
65

歳
以
上
の
高
齢
者

の
割
合
（
高
齢
化
率
）
が
46

・
１
％
と
、

全
国
で
も
上
位
の
超
高
齢
社
会
を
迎
え

て
い
ま
す
。

　
２
０
１
０
年
か
ら
毎
年
約
２
％
前
後

減
少
し
て
い
る
人
口
は
今
後
も
減
少
傾

向
が
続
く
一
方
で
、
65

歳
以
上
の
高
齢

者
人
口
や
75

歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
人

口
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
、
85

歳
以
上

の
人
口
は
、
２
０
１
５
年
か
ら
２
０
２
５

年
に
か
け
て
増
加
す
る
見
込
み
で
す
。

　
市
で
は
、
平
成
29

年
度
に
策
定
し
た

第
７
期
高
齢
者
福
祉
計
画
と
介
護
保
険

計
画
に
基
づ
き
、
事
業
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
取
り
組
み
の
柱
と
な

る
高
齢
者
の
自
立
支
援
や
介
護
予
防
、

要
介
護
状
態
の
重
度
化
防
止
の
推
進

は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自

分
ら
し
く
生
活
で
き
る
よ
う
、
必
要
な

医
療
、
介
護
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
一

体
的
に
提
供
す
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」
の
基
本
理
念
と
な
っ
て
お
り
、

市
で
は
団
塊
の
世
代
が
75

歳
以
上
と
な

る
２
０
２
５
年
を
見
据
え
た
サ
ー
ビ
ス

体
制
の
確
保
等
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
介
護
予
防
は
、
単
に
高
齢
者
の
運
動

機
能
や
栄
養
状
態
と
い
っ
た
心
身
機
能

の
改
善
を
目
指
す
も
の
で
は
な
く
、
日

常
生
活
の
活
動
を
高
め
、
家
庭
や
社
会

へ
の
参
加
を
促
す
こ
と
で
、
一
人
ひ
と

り
の
生
き
が
い
や
自
己
実
現
の
た
め
の

取
り
組
み
を
支
援
し
、
生
活
の
質
の
向

こ
れ
か
ら
の

介
護
予
防
の
推
進

◆全域で、高齢者が容易に通える範囲に通いの

場を 住民主体で展開

◆後期高齢者や閉じこもり等、何らかの支援を要

する者の参加を促す

◆住民自身の積極的な参加と運営による自立的

な拡大を目指す

◆後期高齢者・要支援者でも

　行えるレベルの

　体操などを実施

◆体操などは週１回以上の

　実施を原則

75歳以上

65歳～75歳未満

高齢化率

40歳～65歳未満

15歳～40歳未満

15歳未満

生産年齢人口割合

地域づくりによる介護予防とは
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実績値 推計値

上
を
図
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

国
民
の
健
康
寿
命
を
で
き
る
限
り
延
ば

す
と
と
も
に
、
高
齢
者
が
イ
キ
イ
キ
と

暮
ら
せ
る
長
寿
社
会
を
創
成
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
介
護
予
防
の
取
り
組
み
と

し
て
、
「
健
康
長
寿
週
一
活
動
」
や
、

「
す
ご
ー
く
元
気
に
な
る
教
室
」
な
ど
、

住
民
が
主
体
と
な
り
定
期
的
に
集
ま
っ

て
運
動
す
る
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

高齢者の自立支援・介護予防・重度化防止の推進に向けて

（出典）

2000～2010年まで：総務省「国勢調査」

2015年以降：国立社会保障・人口問題研究所「日本の

地域別将来推計人口」（平成25（2013）年３月推計）

広報たけた  令和元年６月号 12



お問い合わせ

家にいると笑うことが
ないけど、教室に行く
と笑える♪

竹田市高齢者福祉課 介護保険係 　　☎ 63-4809

竹田市地域包括支援センター 
（竹田市長寿支援センターつるかめ）　☎ 64-0310

運動は、なぜ週１回必要なの？

□ 体を動かさない状態が続くことで、心身の機能が

　 低下した状態

□ 筋肉が1週目で20%
　 　　　　  ２週目で40%、３週目で60%低下

・ 毎日するのと１日おきは同じ

・１週間に１回は毎日したときの50％

・２週間に１回は、効果ゼロ

活動の
低下

体力・気力・
意欲の低下

筋力低下・
関節が固くなる

食欲の低下・低栄養

からだを
動かさないで

いると…

廃用
症候群になる

介護申請の
53.2％

負の

スパイラル

１週間に２回程度が理想。
１週間に１回程度は必須！

廃用症候群

とは？

交通手段がないなど
送迎が必要な方については

事前にお問い合わせください。

　
市
内
の
各
地
域
で
運
動
を
取
り
入
れ

た
「
す
ご
ー
く
元
気
に
な
る
教
室
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
定
期
的
に
運
動
を
し
て
足
腰
を
丈
夫

に
、
ま
た
、
み
ん
な
で
語
り
合
い
、
楽

し
み
な
が
ら
認
知
症
の
予
防
を
行
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
！

　
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象
者
　
お
お
む
ね
65

歳
以
上
の
方

で
、
運
動
機
能
の
低
下
（
足
腰
の
弱
り
、

立
ち
上
が
り
に
く
い
、
つ
ま
ず
く
、
歩

き
に
く
く
な
っ
た
、
転
倒
の
心
配
が
あ

る
）
や
、
栄
養
、
口
腔
機
能
の
低
下
（
飲

み
込
み
に
く
い
、
む
せ
る
、
食
欲
低

下
）、
認
知
機
能
の
低
下
（
物
忘
れ
、
閉

じ
こ
も
り
が
ち
、
意
欲
低
下
）
が
心
配

な
方
な
ど

※

各
地
域
で
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
、
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
平
成
28

年
度
か
ら
、
身
近
な

地
域
で
住
民
が
週
一
回
、
定
期
的
に
集

ま
り
運
動
に
取
り
組
む
活
動
「
健
康
長

寿
週
一
活
動
」
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
介
護
予
防
を
目
的
と
し
た
「
週
一
活

動
」
は
、
高
齢
者
が
自
立
し
た
生
活
が

送

れ

る

よ

う

に
、
立

つ
、
座

る
、
歩

く
、
転
ば
な
い
な
ど
、
筋
力
の
向
上
や

運
動
機
能
の
維
持
を
図
る
取
り
組
み
で

す
。
活
動
の
内
容
は
、

○
運
営
は
地
域
住
民
が
行
う

○
活
動
に
め
じ
ろ
ん
元
気
ア
ッ
プ
体
操

参加者を募集しています！！

健
康
長
寿
週
一
活
動

（
通
称 
Ｋ
Ｓ
Ｋ
）

す
ご
ー
く

元
気
に
な
る
教
室

を
取
り
入
れ
る

○
毎
週
一
回
、
決
ま
っ
た
曜
日
、
時
間
、

同
一
の
場
所
で
行
う

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
活
動
団
体
に
対
し
、
運
動
（
体

操
）
の
指
導
者
の
派
遣
や
、
定
期
的
な

体
力
測
定
の
実
施
、
運
営
の
支
援
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。
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2019年（令和元年）

　 こ よ み

木 THU 金 FRI 土 SAT

地域で咲かせよう笑顔の花
よりそいカフェへようこそ

概ね８メートル 概ね８メートル
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22

29

6

13

20

27

・第 7 2 回 大 分 県 民 体 育 大 会

「サッカー競技」（別府市内）

・県民すこやかスポーツ祭「第

11回竹田スポレク杯」グラウ

ンド・ゴルフ大会 8:45～開会

式 9:00競技開始（竹田市総合

運動公園）

・竹田温泉「花水月」休館日

・第６回竹田市農業委員会 総 会

13:30～（市役所本庁３階第３、

４会議室）

・よい歯のコンクール 13:00～（竹

田市総合社会福祉センター）

・おはなしルーム 14:00-14:30（竹

田幼稚園）

・第 7 2 回 大 分 県 民 体 育 大 会

「自転車競技」（別府市営別府

競輪場）

・たけのこ文庫のおはなし会 

15:00-15:30（竹田市立図書

館おはなしひろば）

・健幸運動教室 13:30-15:00

（竹田市総合社会福祉セン

ター）☎75-3688（竹田市保

険健康課温泉利用相談室）

・竹田の滝めぐり「コウモリの

滝、白水の滝など」8:00まで

に市役所駐車場集合 ※参加

費1000円 ☎62-4100（竹田

創生館）

・おはなしルーム 14:00-14:30

（南部幼稚園）

・健幸運動教室 13:30-15:00

（竹田市総合社会福祉セン

ター）☎75-3688（竹田市保

険健康課温泉利用相談室）

・第72回大分県民体育大会「バドミ

ントン競技」（大分県立総合体育

館）

・合同企業就職相談会＆就職セミ

ナー 13:00-16:00（竹田市総合社

会福祉センター）※参加費無料、

予約不要 ☎63-1544（竹田市社

会福祉協議会）

・第72回大分県民体育大会主

日程（大分市他）

※市内では山岳競技、ソフトボー

ル競技、グラウンド・ゴルフ競技が

行われます。詳しくは広報たけた

５月号の８ページをご覧ください。

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹

田市総合社会福祉センター）

☎75-3688（竹田市保険健康

課温泉利用相談室）

・竹田温泉「花水月」休館日

・大分県交通事故巡回相談 10:00-15:00（大分

県豊肥振興局）※要予約 ☎63-1171（豊肥振

興局）

・５歳児健診 13:00～受付（竹田市総合社会福

祉センター）

・こころの健康相談 13:30-15:30（久住保健セ

ンター）※要予約（相談日の前日午前中まで）

☎63-3346（竹田市心の相談支援事業所）

・精神保健相談 14:00-16:00（大分県豊肥保健

所）※要予約 ☎0974-22-0162（豊肥保健所）

・第72回大分県民体育大会「ゴルフ競技」

（日田市・天瀬温泉カントリークラブ）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田市総合

社会福祉センター）☎75-3688（竹田市

保険健康課温泉利用相談室）

・グランツ由学館vol.1 知ればあなたもス

キーになる！「チャイコフスキーレク

チャーコンサート」17:30開場 18:00開演

（竹田市総合文化ホール〈グランツたけ

た〉）☎63-4837（グランツたけた）

・豊肥家畜市場〔成牛〕9:30～せり開

始（豊後豊肥家畜市場）

・こころの健康相談 13:30-15:30

（荻支所）※要予約（相談日の前日午

前中まで）☎63-3346（竹田市心の

相談支援事業所）

・不登校を考える親の会「コスモスの

会」 19:00-21:30（みんなのいえカラ

フル）問090-5470-8998（コスモスの

会・山口）

　 こ よ み ６月

地区巡回健診を受けましょう

月　日 場　　所

※受付時間はいずれも

　午前８時～10時

問保険健康課　☎63-4810

対
象
は
市
外
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
を
含
め
た
全
般
で
す
。
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
竹
田
市
土
地
開
発
公
社
（
☎
０
９
７
４-

63-

１
１
１
１
（
内
線
２
５
６
）
）
ま
で
。

調査期間

６月１日㈯

～

2020年３月31日㈫

調査へのご協力を

よろしくお願いします

よりそいカフェは認知症の人

やその家族、地域の住民らが

気軽に交流できる場所です。

【竹田】

・７日・21日㈮ 13:30-15:30

　みんなのいえカラフル

【荻】

・11日・25日㈫ 13:00-15:00

　荻「しらみず」

【久住】

・11日㈫・27日㈭ 13:00-15:00

　久住「りんどう」

【直入】

・14日・28日㈮ 13:00-15:00

　直入「ゆのはな」

【竹田北部「双城」】

・６日㈭ 13:00-15:00 

　竹田北部「双城」

・13日㈭ 13:00-15:00 

　出会いの湯

【竹田南部「あけぼの」】

・12日㈬ 13:00-15:00 入田分館

・19日㈬ 13:00-15:00 宮砥分館

・25日㈫ 13:00-15:00 あ祖母学舎

【都野】

・13日・27日㈭ 13:30-15:30

　グループホームくたみのもり

６月３日

６月４日

６月７日

６月９日

６月10日

６月11日

６月12日

６月15日

６月16日

６月17日

６月24日

６月25日

６月29日

７月２日

７月４日

７月５日

７月９日

㈪

㈫

㈮

㈰

㈪

㈫

㈬

㈯

㈰

㈪

㈪

㈫

㈯

㈫

㈭

㈮

㈫

荻公民館

菅生分館

宮砥分館

宮城台小学校

嫗岳分館

玉来体育館

祖峰小学校

荻公民館

山村交流センター

直入公民館

竹田南部中学校

白丹公民館

都野公民館（宮処原のみ）

都野公民館

久住公民館

　鉄道に関する事故は、一歩間違えれば脱線事故

や感電事故等、大惨事を引き起こす可能性がありま

す。建物の建設・解体や、庭木や山林の木の伐採等、

線路に近接した作業を行う場合はJR九州大分鉄道

事業部（☎097-513-5853）へご相談ください。

※詳しくはJR九州ホームページをご覧ください。

『鉄道近接工事』にご注意ください

※作業内容や環境条件、使用重機によっては８メートル以上の

　場合でも近接工事の適用となる場合があります。
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竹 田 市 の　 こ よ

日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED

2

9

16

23

30

3

10

17

24

4

11

18

25

5

12

19

26

・グランツたけた休館日

・荻の里温泉休館日

・県民防災アクションデー（県

下一斉避難行動訓練） ※9:30

に市内一斉サイレン吹鳴

・第67回くじゅう山開き 10:30～山頂

祭 11:00頃～記念ペナント配布

（久住山山頂）※少雨決行

・人権特設なんでも相談所（無料） 10:00-15:00

（竹田会場は竹田市総合社会福祉センター、荻

会場は荻支所、久住会場は久住公民館、直入

会場は直入公民館）☎62-2315（竹田市人権擁

護委員協議会（大分地方法務局竹田支局内））

・おはなしひろば 10:30-11:00（竹田市立図書

館おはなしひろば）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田市直入B&G

海洋センター体育館）☎75-3688（竹田市保

険健康課温泉利用相談室）

・こころの健康相談 13:30-15:30（直入支所）※

要予約（相談日の前日午前中まで）☎63-3346

（竹田市心の相談支援事業所）

・陽目の里「名水茶屋」休業日

・もぐもぐ教室（５～６か月児）

9:30～受付（竹田市総合社会

福祉センター）

・陽目の里「名水茶屋」休業日

・地域まるごと美術館（竹田展）絵の

なかの旅－ふるさと・名所・世界へ－

（～21日㈮まで）9:00-17:00（竹田市

総合文化ホール〈グランツたけた〉）

※県立美術館のコレクションの中か

ら30点を展示。17日㈪は休館日、最

終日の21日㈮は16:00まで。15日㈯

の11:00～、14:00～は学芸員による

ギャラリートークあり。

・郷土の自然に親しみ植物を観察す

る会「神原１合目から５合目小屋」 

8:00までに市役所駐車場集合　

※参加費1000円 ☎62-4100（竹田

創生館）

・第36回大分合同新聞社旗争奪直

入地域自治会対抗ソフトボール大

会 8:30～開会式 9:00試合開始

（直入総合運動公園グラウンド他）

・豊肥家畜市場〔子牛〕9:30～せり

開始（豊後豊肥家畜市場）

・おはなしひろば 10:30-11:00（竹

田市立図書館おはなしひろば）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田

市直入B&G海洋センター体育

館）☎75-3688（竹田市保険健康

課温泉利用相談室）

・B&G財団会長賞第２回竹田

市自治会対抗ミニバレーボー

ル大会 8:30～開会式（竹田

市直入B&G海洋センター体

育館）

・陽目の里「名水茶屋」休業日

・長湯温泉療養文化館「御前湯」休館日
・長湯おんせん市場休業日
・陽目の里「名水茶屋」休業日
・年金相談［完全予約制］ 10:00-15:00（竹

田市高齢者いきいき交流センター）☎
097-552-1211（日本年金機構大分年金
事務所）

・１歳６か月児健診 13:00～受付（竹田
市総合社会福祉センター）

・大分県行政書士会無料相談会 13:00-16:00
（大分県行政書士会〔大分市〕）☎097-53

7-7089（大分県行政書士会事務局）

・おはなしひろば 10:30-11:00（竹田

市立図書館おはなしひろば）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田市

直入B&G海洋センター体育館）☎

75-3688（竹田市保険健康課温泉利

用相談室）

・こころの健康相談 13:30-15:30（竹田

市総合社会福祉センター）※要予約

（相談日の前日午前中まで）☎63-33

46（竹田市心の相談支援事業所）

・グランツたけた休館日

・第72回大分県民体育大会主

日程（大分市他）

・第72回大分県民体育大会主

日程（大分市他）

※市内では自転車競技、山岳競

技、ソフトボール競技、アーチェ

リー競技が行われます。詳しくは

広報たけた５月号の８ページを

ご覧ください。

・竹田温泉「花水月」メンテナ

ンス休館（～20日㈭まで）

・グランツたけた休館日

・グランツたけた休館日

・荻の里温泉休館日

・なかよし幼稚園・家庭教育講演会

9:00-12:00（竹田市直入B&G海洋

センター体育館・直入公民館）

・おはなしひろば 10:30-11:00（竹

田市立図書館おはなしひろば）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田

市直入B&G海洋センター体育

館）☎75-3688（竹田市保険健康

課温泉利用相談室）

竹 田 市 の　 こ よたけたんカレンダー

 ７月上旬の主な予定　　　　　       ※５月24日現在

１日㈪ ・【納期限】市県民税（全納・１期）

　　　　 　　　　　国民健康保険税（３期）

７日㈰ ・第22回久住高原の唄日本一大会

8:00-18:00（久住公民館くじゅう

サンホール）☎76-1116（久住高

原の唄日本一大会実行委員会事

務局）

月
間
・
そ
の
他

○男女雇用機会均等月間　
○リウマチ月間
○まちづくり月間　
○土砂災害防止月間
○夏の省エネキャンペーン（6/1～9/30）
○HIV（エイズ）検査普及週間（6/1～7）
○歯と口の健康週間（6/4～10）
○「ダメ。ゼッタイ。」普及運動（6/20～7/19）
○男女共同参画週間（6/23～29）
○不正大麻・けし撲滅運動（～6/30）
○人権擁護委員の日（6/1）

〜
未
来
を
育
む
街
〜
中
九
州
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
、
ほ
ど
よ
い
田
舎
暮
ら
し
を
始
め
ま
せ
ん
か
？
　
竹
田
市
土
地
開
発
公
社
で
は
、
６
月
３
日
㈪
か
ら
第
３
次
購
入
希
望
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

６月の行政なんでも相談所

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで

　「困ったら一人で悩まず行政相談！」

〔竹田〕阿南　茂　☎67-2608　〔　荻　〕佐藤孝幸　☎68-3510

〔久住〕本郷俊一　☎76-1304　〔直入〕兒玉龍明　☎75-2426

地域 相談日 時　間 開　催　場　所

竹田

荻

久住

直入

６月19日㈬
10:00～

　12:00

竹田市総合社会福祉センター　相談室

荻公民館　幼児室

久住公民館　健康相談室

直入支所　小会議室

人権学習学級
時間　午後３時～

場所　竹田市役所３階会議室

演題　『ハンセン病と人権』

講師　元人権擁護委員

　　　渡邉 明子さん

問生涯学習課　☎63-4817

クアパーク長湯グランドオープン

記念式典 11:00～（クアパーク長

湯レストラン内）

地方創生講演会 13:00～（グラン

ツたけた）

　７月25日㈭（予定）から市内において携帯電話の新しい電波利用

が開始されることに伴い、竹田地域の宮砥地区及び荻・久住地域の

一部では、アンテナ受信の場合、テレビ映像に影響が出る恐れがあ

ります。受信障害の恐れがあるご家庭に対しては、６月中旬からチ

ラシが配布されます。影響が出た場合は一般社団法人700MHz利用推

進協会が回復作業を行いますので、連絡をお願いします。 

問700MHzテレビ受信障害対策コールセンター☎0120-700-012または

050-3786-0700 ※午前９時～午後10時（年中無休）

700MHz帯携帯電波によるテレビの受信障害

農業委員会事務局農地係からのお知らせ　農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月20日です。

（20日が土日の場合は金曜日が締切日となります）　問農業委員会事務局　☎63-4815

メガヘルツ

ゆ
　
め
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市
学
校
給
食
研
究
会
主
催
で
、
地

元
の
夏
野
菜
を
使
っ
た
親
子
料
理
教

室
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時　

７
月
21
日
㈰　

［
受
付
］
午
前
９
時
15
分
～

［
講
話
・
調
理
］
午
前
９
時
30
分
～

午
後
２
時

会
場　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
調
理
室

対
象
者　

市
内
の
小
学
生
と
そ
の
保

護
者
（
20
人
程
度
）

※
小
学
校
４
年
生
以
下
の
児
童
は

必
ず
保
護
者
の
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

内
容　

講
話
、
調
理
実
習
（
サ
フ
ラ

ン
ラ
イ
ス
、
鹿
肉
の
キ
ー
マ
カ

レ
ー
、
か
ん
た
ん
ピ
ク
ル
ス
、
フ

ル
ー
ツ
エ
ッ
グ
）

参
加
費　

無
料

申
込
期
限　

７
月
５
日
㈮

■申
・
問 

竹
田
中
央
学
校
給
食
共
同

調
理
場
（
担
当
・

荒
木
）　

☎
63

－

１
１
７
０

　

６
月
上
旬
頃
に
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
「
年
金
振
込
通
知
書
・
年
金
額

改
定
通
知
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

「
年
金
振
込
通
知
書
」
は
、
金
融

機
関
で
口
座
振
込
に
よ
り
年
金
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方
に
対
し
て
送
付
さ

れ
、
本
年
６
月
か
ら
翌
年
４
月
ま
で

の
偶
数
月
に
お
支
払
い
す
る
年
金
額

や
支
払
日
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
年
金
額
改
定
通
知
書
」
は

平
成
31
年
４
月
か
ら
の
改
定
後
の
年

金
額
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

問 
大
分
年
金
事
務
所
（
お
客
様
相

談
室
）　

☎
０
９
７

－

５
５
２

－

１
２
１

１
　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
消
費

生
活
相
談
員
が
地
域
の
方
々
の
消
費

生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。

「
消
費
生
活
相
談
員
資
格
」
は
、
消

費
者
安
全
法
に
基
づ
く
消
費
生
活
相

談
員
の
た
め
の
資
格
と
し
て
、
平
成

28
年
度
に
創
設
さ
れ
、
独
立
行
政
法

人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
、
登
録
試

験
機
関
と
し
て
試
験
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
資
格
試
験
は
、
平
成
３
年
か

ら
実
施
し
て
き
た
「
消
費
生
活
専
門

相
談
員
資
格
認
定
試
験
」
を
兼
ね
て

お
り
、
試
験
に
合
格
す
る
と
、
消
費

生
活
相
談
員
資
格
（
国
家
資
格
）
と

消
費
生
活
専
門
相
談
員
資
格
の
両
方

を
同
時
に
取
得
で
き
ま
す
。

　

今
年
度
の
第
１
次
試
験
は
10
月
12

日
㈯
（
大
分
市
）
に
実
施
さ
れ
、
第

２
次
試
験
は
福
岡
市
等
で
行
わ
れ
ま

す
（
一
定
の
要
件
に
該
当
す
れ
ば
第

２
次
試
験
は
免
除
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
）。
受
験
申
込
は
８
月
２
日

㈮
ま
で
で
す
。
受
験
要
項
は
国
民
生

活
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問 

市
民
課
窓
口
（
竹
田
市
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
）
☎
63

－

４
８
３
４　

※
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

（
月
～
金
曜
の
平
日
の
み
）
／
大
分

県
消
費
生
活
・
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ザ
（
ア
イ
ネ
ス
）
☎
０
９
７

－

５
３
４

－

０
９
９
９

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
支
援

　

10
月
か
ら
の
消
費
税
率
引
き
上
げ

に
伴
い
、
軽
減
税
率
対
象
商
品
を
扱

催
　
し

親
子
で
か
ん
た
ん
ク
ッ
キ
ン
グ
！

年
　
金

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
を
受
給

さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
へ

消
費
者
行
政

消
費
生
活
相
談
員
資
格
の
取
得

に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

お
使
い
の
レ
ジ
は
消
費
税
軽
減
税

率
対
応
レ
ジ
に
な
っ
て
い
ま
す
か
？

6 月の

竹田市役所　☎0974-63-1111（代表）
　　荻支所　☎0974-68-2211（代表）
　久住支所　☎0974-76-1111（代表）
　直入支所　☎0974-75-2211（代表）
◎竹田市公式ホームページ
　http://www.city.taketa.oita.jp/

６月１日㈯～７日㈮は水道週間です

「児童手当現況届」の提出を忘れずに

キャップとラベルがついたままの
ペットボトルごみは収集しません

　市上水道事業では水道週間期間中、竹田
市管工事協同組合の協賛により、給水設備
の点検活動を行います。
　健康に直接影響する水道水の水質基準は
年々厳しくなっていますが、上下水道課では
安全な水の供給に努めています。貯水槽を
使用して各戸に給水している場合は、タンク
の清掃や定期的な水質検査等、適正な管理
を行ってください。
　なお毎月１日から10日の間、水道メーター
の検針を行っています。量水器の上に物を置
いたり、犬の放し飼いをしないようにし、検
針業務にご協力をお願いします。また、水道
料金のお支払いは便利な口座振替をご利用
ください。
問 上下水道課　☎63-1046

　現況届は、児童手当等の受給者の毎年６
月１日の状況を把握し、６月以降の児童手当
等を引き続き受け取る要件（児童の監督や
保護、生計同一関係など）を満たしているか
どうかを確認するためのものです。対象者に
は６月上旬頃書類を郵送します。
※提出がない場合には、６月以降の手当が受
けられなくなります。必ず受付期間内（６月
３日㈪～ 28日㈮）の提出をお願いします。
問 社会福祉課　☎63-4823

　８月以降、分別されていないペットボトル
ごみは一切収集しません。キャップとラベル
は必ず外すよう、早いうちから分別の取り組
みをお願いします。
　外したキャップとラベルは廃プラごみ（水
色袋）で出してください。
※首のリングはついたままで構いません。
問 市民課環境衛生係　☎63-4821

広報たけた  令和元年６月号 16



たけたんインフォ

う
店
舗
等
は
複
数
税
率
に
対
応
し
た

レ
ジ
や
シ
ス
テ
ム
改
修
が
必
要
で

す
。
国
で
は
レ
ジ
・
シ
ス
テ
ム
導
入

及
び
改
修
費
用
を
支
援
し
て
い
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問 

軽
減
税
率
対
策
補
助
金
事
務
局

☎
０
１
２
０

－

３
９
８

－

１
１
１

　

10
月
か
ら
の
消
費
税
率
引
き
上
げ

に
伴
う
需
要
平
準
化
対
策
と
し
て
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
を
使
っ
た
場
合
、

来
年
６
月
ま
で
ポ
イ
ン
ト
還
元
を
国

が
支
援
し
ま
す
。
支
援
対
象
は
、
中

小
・
小
規
模
事
業
者
が
営
む
店
舗
等

で
原
則
全
産
業
が
対
象
で
す
。
詳
し

く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問 

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消
費
者
還
元

事
務
局　

☎
０
５
７
０

－

０
０
０
６

５
５

施
設
売
却

　

旧
下
竹
田
小
学
校
（
直
入
町
大
字

下
田
北
２
０
１
２
番
地
）
の
屋
外
遊

具
を
売
却
し
ま
す
。

遊
具
名　

二
連
ス
ベ
リ
台
、
ハ
ン
ト

棒
、
ブ
ラ
ン
コ
基
部

受
付
締
切　

６
月
14
日
㈮

申
込
方
法　

教
育
総
務
課
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
現
地
説
明
会
は
開
催
し
ま
せ
ん
の

で
、
申
込
者
ご
自
身
に
お
い
て
あ
ら

か
じ
め
施
設
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
現
状
で
の
引
き
渡
し
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
引
き
渡
し
後
の
移
設
に

関
す
る
一
切
の
経
費
は
申
込
者
の
負

担
と
な
り
ま
す
。

問 

教
育
総
務
課　

☎
63

－

１
１
１
１
（
内
線
３
１
５
）

住
宅
改
修
支
援
　

　

住
宅
の
改
修
工
事
等
に
対
す
る
補

助
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
子
育
て
支
援
型

世
帯
要
件　

18
歳
未
満
の
子
ど
も
が

い
る
世
帯
で
世
帯
員
全
員
の
前
年
の

所
得
総
額
が
６
０
０
万
円
未
満

補
助
対
象　

子
ど
も
部
屋
の
増
築
、

間
取
り
の
変
更
、
内
装
改
修
工
事
等

で
30
万
円
以
上
の
も
の

補
助
金
額　

補
助
対
象
工
事
費
の

20
％
（
限
度
額
30
万
円
）

■申
・
問 

建
設
課　

☎
63

－

１
１
１
１

（
内
線
２
５
４
）

◇
三
世
代
同
居
支
援
型

世
帯
要
件　

18
歳
未
満
の
子
ど
も
を

含
む
三
世
代
以
上
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

補
助
対
象　

玄
関
、
便
所
、
浴
室
、

キ
ッ
チ
ン
の
４
つ
の
部
位
の
う
ち
、
１

部
位
以
上
を
増
設
・
改
修
し
、
そ
の
後

２
部
位
以
上
が
複
数
と
な
る
工
事
等

補
助
金
額　

補
助
対
象
工
事
費
の

50
％
（
限
度
額
75
万
円
）

■申
・
問 

建
設
課　

☎
63

－

１
１
１
１

（
内
線
２
５
４
）

◇
高
齢
者
バ
リ
ア
フ
リ
ー
型

世
帯
要
件　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
が

い
る
世
帯
で
世
帯
員
全
員
の
前
年
の

所
得
総
額
が
３
５
０
万
円
未
満

補
助
対
象　

高
齢
者
用
の
寝
室
の
増

築
及
び
内
装
改
修
工
事
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
改
修
工
事
等
で
30
万
円
以
上
の

も
の

補
助
金
額　

補
助
対
象
工
事
費
の

20
％
（
限
度
額
30
万
円
）

■申
・
問 

高
齢
者
福
祉
課

☎
63

－

１
１
１
１
（
内
線
１
３
１
）

申
込
締
切　

８
月
30
日
㈮

※
昭
和
56
年
以
前
に
建
て
ら
れ

た
木
造
住
宅
は
、
別
途
要
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
下
記
を
ご
覧
に

な
り
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

相
談
会
・
説
明
会
　

　

県
立
聾
学
校
で
は
、
き
こ
え
や
こ

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で
買
い
物
を
し
た
場

合
の
ポ
イ
ン
ト
還
元
を
支
援
し
ま
す

屋
外
遊
具
を
売
却
し
ま
す

子
育
て
・
高
齢
者
世
帯

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

２
０
１
９
年
度

き
こ
え
と
こ
と
ば
の
教
育
相
談
会

市が保有している土地・建物を
一般競争入札で売却します

番
号 物件名 所在地 地目・用途 数量・実測

１
旧学校給食

共同調理場

竹田市大字竹

田字鬼ケ城

1073番

土地（宅地）

事務所・工場

附属建物

倉庫

構築物

3,889.22㎡

約567㎡

４棟

約44㎡

一式

入札日時　６月27日㈭　午前９時 ～

入札場所　市役所本庁舎３階会議室

参加方法　 事前に財政課市有財産経営管理室までお申し込み

ください。

受付期間　６月14日㈮まで

※ 現地説明会は設定していませんが、物件確認は事前連絡に

より受け付けます。

※市税等を滞納している方等は入札に参加できません。

■申・問 財政課市有財産経営管理室　☎63-1111（内線233）

昭和56年5月以前に建てられた

※住宅の耐震診断、改修のための補強設計については、第３者機関の判定が必要になります。（費用は申請者負担）

木造住宅等の耐震診断及び耐震改修工事に対する費用の一部を助成しています

耐震診断 補助金額 上限（7万5千円・9万円・9万5千円または11万円） ※建物の規模により決定します。

耐震改修 補助金額 耐震改修工事に要する費用の3分の2の金額 （上限80万円もしくは100万円）

申込締切　12月27日㈮

上記内容については基本的な情報です。補助要件等の詳細については、建設課 ☎63-1111（内線254）まで

⇐
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※問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて（0974）が市外局番となります。

と
ば
が
気
に
な
る
お
子
さ
ま
に
つ
い
て

の
巡
回
教
育
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

７
月
25
日
㈭　

午
前
９
時
30

分
～
午
後
３
時
30
分

会
場　

竹
田
教
育
事
務
所
31
会
議
室

相
談
内
容　

育
児
や
学
習
、
生
活
に

つ
い
て
の
相
談
▽
就
学
や
転
学
に
つ
い

て
の
相
談
▽
聴
覚
障
が
い
教
育
に
関

す
る
情
報
提
供
▽
医
療
・
福
祉
・
保

健
・
教
育
機
関
等
と
の
連
携
な
ど

相
談
対
象　

０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の

お
子
さ
ま
及
び
そ
の
関
係
者

申
込
方
法　

県
立
聾
学
校
へ
電
話
も

し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み

申
込
締
切　

７
月
12
日
㈮

※
相
談
は
無
料
で
す
。
相
談
は
個
別

に
行
い
、
内
容
に
つ
い
て
は
秘
密
を
厳

守
し
ま
す
。
相
談
時
間
等
は
申
し
込

み
後
、
担
当
者
と
の
打
ち
合
わ
せ
の

う
え
決
定
し
ま
す
。

■申
・
問 

大
分
県
立
聾
学
校
（
担
当
・

赤
尾
、
後
藤
、
房
前
）　

☎
０
９
７

－

５
４
３

－

２
０
４
７　

FAX
０
９
７

－
５

４
６

－

２
１
１
１

　

ま
た
、
聾
学
校
で
は
き
こ
え
や
こ
と

ば
の
育
ち
に
不
安
の
あ
る
０
～
２
歳

の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
と

し
た
教
育
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
大
き
な
音
が
し
て
も
び
っ
く
り
し

な
い
」「
こ
と
ば
（
発
音
）
が
は
っ
き
り

し
な
い
」
な
ど
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

相
談
日
・
時
間　

月
～
金
曜
（
祝
日

を
除
く
）
の
午
前
９
時
～
午
後
４
時

30
分

※
な
お
、
７
月
６
日
㈯
・
12
月
７
日

㈰
・
令
和
２
年
３
月
７
日
㈯
も
相
談

を
行
い
ま
す
。
相
談
時
間
に
つ
い
て

は
、
連
絡
を
受
け
た
あ
と
調
整
し
ま

す
。
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、
相

談
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問 
大
分
県
立
聾
学
校
（
担
当
・
酒
井
）

☎
０
９
７

－

５
４
３

－

２
０
４
７

　

発
達
障
が
い
者
は
そ
の
特
性
に
よ

り
、
働
く
う
え
で
困
難
を
抱
え
、
仕

事
に
就
く
こ
と
や
仕
事
を
継
続
す
る

こ
と
が
難
し
く
、
大
人
に
な
っ
て
は

じ
め
て
障
が
い
に
気
づ
か
れ
る
方
も

い
ま
す
。

　

今
回
は
「
働
く
」
を
テ
ー
マ
に
、

成
人
発
達
障
が
い
者
家
族
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

第
１
回
は
７
月
24
日
㈬
、
第

２
回
は
８
月
７
日
㈬　

※
２
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
し
、
時
間

は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～
４
時

会
場　

大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
大
字

玉
沢
９
０
８
番
地
）

対
象　

発
達
障
が
い
者
（
18
歳
以
上

（
高
卒
年
齢
以
上
）
で
、「
現
在
就

労
し
て
い
る
」
も
し
く
は
「
就
労
を

目
指
し
て
い
る
」
方
）
の
ご
家
族

参
加
費　

無
料　

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要

申
込
締
切　

７
月
５
日
㈮

■申
・
問 

大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ

の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー　

こ
こ
ろ
の

健
康
課　

☎
０
９
７

－

５
４
１

－

６
２

９
０

　

県
で
は
高
等
学
校
、
大
学
、
短
期

大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校

及
び
各
種
学
校
に
通
う
お
子
さ
ん
を

お
持
ち
の
保
護
者
の
方
を
対
象
と
し

た
「
保
護
者
向
け
合
同
企
業
説
明
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

企
業
85
社
が
、
お
子
さ
ん
の
就
職

活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
保
護
者
の

皆
さ
ま
に
求
人
票
の
記
載
内
容
に
と

ど
ま
ら
な
い
、
企
業
の
魅
力
や
強
み

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。
県
内
企
業
を
よ
り

深
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
絶
好
の
機

会
で
す
。

　

詳
し
く
は
「
保
護
者
向
け
合
同
企

業
説
明
会 

大
分
」

で
検
索
す
る
か
、

下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
読
み
取
り
、

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
紹
介
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
く

だ
さ
い
。

日
時　

６
月
16
日
㈰　

１
部
は
午
後

１
時
～
３
時
、
２
部
は
午
後
４
時
～

６
時

会
場　

ト
キ
ハ
会
館
５
階
ロ
ー
ズ
の

間
（
大
分
市
府
内
町
２

－

１

－

４
）

参
加
費
等　

無
料
、
入
退
場
自
由

問 

大
分
県
雇
用
労
働
政
策
課　

☎
０
９
７

－

５
０
６

－

３
３
４
０

試
　
験

　

人
事
院
九
州
事
務
局
と
熊
本
国
税

局
で
は
、
税
務
職
員
採
用
試
験
の
受

験
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

試
験
に
合
格
し
採
用
さ
れ
る
と
、

全
員
が
税
務
大
学
校
に
入
校
し
、
１

年
間
税
務
職
員
と
し
て
必
要
な
専
門

知
識
を
修
得
す
る
た
め
の
研
修
を
受

け
ま
す
。
そ
の
後
、
税
務
署
に
配
属

さ
れ
、
国
税
の
仕
事
に
従
事
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

受
験
資
格

⑴
２
０
１
９
年
４
月
１
日
に
お
い
て

高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
方
及
び
２

０
２
０
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
ま

た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
見
込
み

の
方

⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
方
に
準
ず

成
人
発
達
障
が
い
者
家
族
教
室

～
働
く
を
学
ぶ
～

保
護
者
向
け
合
同
企
業
説
明
会

税
務
職
員
採
用
試
験
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たけたんインフォ

る
と
認
め
る
方

試
験
の
程
度　

高
校
卒
業
程
度

第
１
次
試
験　

９
月
１
日
㈰

申
込
方
法　

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

申
込
専
用
ア
ド
レ
ス
（http://w

w
w

.

jin
ji-sh

iken
.go.jp

/ju
ken

.h
tm

l

）

ま
た
は
「
採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」
で

検
索
し
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

６
月
17
日
㈪
の
午
前
９

時
か
ら
26
日
㈬
ま
で
（
受
信
有
効
）

問 

人
事
院
九
州
事
務
局 

☎
０
９
２

－

４
３
１

－

７
７
３
３
／
熊
本
国
税
局

人
事
第
二
課
試
験
研
修
係 

☎
０
９

６

－

３
５
４

－

６
１
７
１
（
内
線
６
０

４
６
）
／
竹
田
税
務
署 

☎
０
９
７
４

－

63

－

３
１
４
１
※
自
動
音
声
案
内

 

 

獣
医
師
【
区
分
Ａ
】 

受
験
資
格　

獣
医
師
法
に
規
定
す
る

獣
医
師
の
免
許
を
有
す
る
方
ま
た
は

令
和
２
年
５
月
31
日
ま
で
に
取
得
見

込
み
の
方

試
験
日　

８
月
24
日
㈯
（
２
回
目
）

申
込
期
限　

８
月
６
日
㈫

 

獣
医
師
【
区
分
Ｂ
】 

受
験
資
格　

獣
医
師
法
に
規
定
す
る

獣
医
師
の
免
許
を
有
す
る
方

試
験
日　

申
込
者
と
調
整
の
う
え
、

随
時
実
施

申
込
期
間　

令
和
２
年
３
月
31
日
㈫

ま
で
随
時
受
付

 

薬
剤
師 

試
験
日　

７
月
７
日
㈰

申
込
期
限　

６
月
19
日
㈬

 

職
業
訓
練
指
導
員 

募
集
職
種

・
電
気
（
電
気
設
備
・
情
報
処
理
）

・
建
築
シ
ス
テ
ム
系

第
１
次
選
考
日　

７
月
７
日
㈰

申
込
期
限　

６
月
19
日
㈬

※
受
験
資
格
や
選
考
方
法
等
の
詳
細

は
、
県
庁
受
付
で
配
布
の
選
考
要
領

ま
た
は
大
分
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■申
・
問 
獣
医
師
及
び
薬
剤
師
は
大
分

県
総
務
部
人
事
課
人
事
班　

☎
０
９

７

－

５
０
６

－

２
３
０
５
、
職
業
訓
練

指
導
員
は
大
分
県
人
事
委
員
会
事
務

局
公
務
員
課
任
用
給
与
班　

☎
０
９

７

－

５
０
６

－
５
２
２
２

日
時　

８
月
25
日
㈰　

午
前
10
時
～

会
場　

大
分
大
学
（
大
分
市
大
字
旦

野
原
７
０
０
番
地
）

試
験
種
類　

全
類

願
書
の
配
布　

各
消
防
本
部
（
局
）、

大
分
県
消
防
保
安
室
、（
一
財
）
消

防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大
分
県
支
部

受
付
期
間　

〔
電
子
申
請
〕
６
月
28

日
㈮
～
７
月
８
日
㈪
／
〔
書
面
申
請
〕

７
月
１
日
㈪
～
11
日
㈭

■申
・
問 

（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
大
分
県
支
部
（
〒
８
７
０

－

０
０
２
３　

大
分
市
長
浜
町
２

－

12

－

10　

昭
栄
ビ
ル
２
階
）

☎
０
９
７

－

５
３
７

－

０
４
２
７

※
準
備
講
習
を
7
月
28
日
㈰
に
行
い

ま
す
。
詳
細
は
（
一
財
）
大
分
県
消

防
設
備
安
全
協
会
（
☎
０
９
７

－

５

３
７

－

３
１
２
５
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
６
日
㈫　

午
前
10
時
～

会
場　

学
校
法
人
平
松
学
園　

大

分
短
期
大
学
（
大
分
市
千
代
町
３
丁

目
３
番
８
号
）

試
験
種
類　

一
般
、
農
業
用
品
目
及

び
特
定
品
目

受
付
期
間　

６
月
10
日
㈪
～
21
日
㈮

※
土
・
日
曜
を
除
く

申
込
先　

住
所
も
し
く
は
勤
務
地
等

を
所
管
す
る
保
健
所
（
保
健
部
）

問 
大
分
県
福
祉
保
健
部
薬
務
室　

☎
０
９
７

－

５
０
６

－

２
６
５
０

日
時　

９
月
１
日
㈰　

午
後
１
時
～

会
場　

大
分
県
教
育
会
館
（
大
分
市

大
字
下
郡
４
９
６
番
地
の
38
）

申
込
期
間　

６
月
18
日
㈫
～
27
日
㈭

※
試
験
案
内
・
受
験
願
書
等
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

令
和
元
年
度

大
分
県
職
員
採
用
選
考

令
和
元
年
度

第
１
回
消
防
設
備
士
試
験

令
和
元
年
度

毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

火
薬
類
取
締
法
に
基
づ
く
資
格

試
験

  子育て定住促進住宅（入田笹尾）

　竹田市での定住を希望する市外在住の子育て世帯を対

象とした住宅の入居者を募集します。

入居条件　

①入居申し込み時に、市外に居住している方であること

②入居申し込み時に、同居の子の中に小学校及び義務教育

学校の前期課程の児童以下の子がいること

※入居できる期間は、中学校及び義務教育学校の後期課

程の生徒以下の子と同居している間とします。ただし、

同居の子が当該住宅から高等学校へ通学する場合は、在

学中に限り入居を延長することができます。

③税金の滞納がないこと

家賃　４万８千円

※ただし、同居の小学生の子の数、未就学児の数に応じ

て、控除額を決定（控除上限は４万５千円）

申込期間　６月10日㈪～７月17日㈬

申込方法　建設課に備え付けの入居申込書に必要事項を

記入のうえ、提出（申込書の郵送は可）

選考方法　書類及び面接で、就労及び生活状況、子育て

定住促進住宅の目的に合致しているかを加味し、選考

入居可能日　８月16日㈮以降を予定（要相談）

  君ヶ園ハイツ（竹田市君ヶ園）

　竹田市での定住を希望する方や、市内で就業し市外か
ら通勤している方等を対象とした住宅の入居者を募集し
ます。
物件　単身用（１Ｋ）３部屋　※204号室（女性専用）、
404号室（男性専用）、406号室（男性専用）
入居条件（次の３項目全てに該当する方のみ入居可能）
①入居申し込み時において満40歳以下の方
②入居申し込み時において同居親族がない方
③竹田市に移住、または竹田市で就業する（予定者も含む）
①～③の入居条件に加え、地方税等を滞納していないこ
と、入居者が暴力団員でないことが条件となります。
家賃　18,500円（水道代別）
※洗濯機は各階に設置している洗濯機置き場を使用
※各階に設置している倉庫は、入居者間で協議して使用
※ケーブルテレビは受信可能（テレビアンテナの受信設
備は未設置）
※ＬＰガス物件
申込期間　６月３日㈪～ 14日㈮
申込方法　建設課に備え付けの入居申込書に必要事項を
記入のうえ、提出
選考方法　就労及び生活状況等を加味し、選考
入居可能日　７月16日㈫以降を予定（要相談）

 

入
居
者
を
募
集
し
ま
す 

■申
・
問 

建
設
課
庶
務
係

☎
63

－

１
１
１
１
（
内
線
２
４
１
、
２
４
２
）
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たけたんインフォ／ふるさと求人情報

■申
・
問 

公
益
社
団
法
人
全
国
火
薬

類
保
安
協
会
大
分
県
試
験
事
務
所

（
〒
８
７
０

－

０
０
４
５　

大
分
市

城
崎
町
２

－

１

－

５ 

司
法
ビ
ル
２
０

３
号
）
☎
０
９
７

－

５
３
４

－

０
７
７

１講
習
会
等

　

狩
猟
免
許
の
取
得
を
希
望
す
る
方

は
必
ず
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
わ
な
猟
（
①
）

日
時　

７
月
15
日
㈪　

午
前
10
時
～

午
後
４
時
30
分

会
場　

大
分
県
林
業
会
館
新
館
３
階

（
大
分
市
大
字
古
国
府
１
３
３
７

－

20
）

◇
わ
な
猟
（
②
）

日
時　

７
月
28
日
㈰　

午
前
10
時
～

午
後
４
時
30
分

会
場　

豊
後
大
野
市
中
央
公
民
館

（
豊
後
大
野
市
三
重
町
市
場
１
２
０

０
番
地
）

◇
第
一
種
銃
猟
・
第
二
種
銃
猟
（
①
）

日
時　

７
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰　

午

前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

会
場　

大
分
県
猟
友
会
会
議
室
（
大

分
市
顕
徳
町
２

－

６

－

13
）

受
講
内
容　

法
令
・
鳥
獣
・
猟
具
に

関
す
る
知
識
、
実
技

受
講
料

○
わ
な
猟　

８
千
円

○
第
一
種
銃
猟
、
第
二
種
銃
猟
、
第

一
種
銃
猟
及
び
第
二
種
銃
猟　

各
々

１
万
２
千
円

○
わ
な
猟
及
び
第
一
種
銃
猟
、
わ
な

猟
及
び
第
二
種
銃
猟
、
わ
な
猟
及
び

第
一
種
銃
猟
並
び
に
第
二
種
銃
猟

各
々
２
万
円

受
付
期
間　

①
に
つ
い
て
は
６
月
24

日
㈪
～
７
月
７
日
㈰
、
②
に
つ
い
て

は
７
月
８
日
㈪
～
21
日
㈰

■申
・
問 

竹
田
市
猟
友
会
（
竹
田
市
大

字
吉
田
３
３
１

－

１　

東
建
設
㈲
事

務
所
内
）
☎
62

－

３
４
３
４

日
時　

７
月
11
日
㈭

会
場　

大
分
県
教
育
会
館
（
大
分
市

下
郡
４
９
６

－
38
）

受
付
期
間　

６
月
10
日
㈪
～
14
日
㈮

受
講
料　

６
５
０
０
円

定
員　

80
人

申
込
書
の
入
手
方
法

各
消
防
本
部
（
局
）
及
び
大
分
県
消

防
設
備
安
全
協
会
の
窓
口
、
日
本
防

火
・
防
災
協
会
及
び
大
分
県
消
防
設

備
安
全
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

■申
・
問 

（
一
財
）
大
分
県
消
防
設
備

安
全
協
会
（
〒
８
７
０

－

０
０
２
３ 

大
分
市
長
浜
町
２

－

12

－

10 

昭
栄
ビ

ル
４
階
）　

☎
０
９
７

－

５
３
７

－

３
１

２
５

期
日　

７
月
25
日
㈭
・
26
日
㈮

会
場　

豊
肥
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
（
豊
後
大
野
市
三
重
町
市
場

８
７
０
番
地
２
）

対
象
者　

講
習
開
始
ま
で
に
会
員
に

な
ら
れ
る
方
ま
た
は
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
会
員
の
方

募
集
人
数　

10
人

申
込
期
間　

６
月
21
日
㈮
～
７
月
19

日
㈮

受
講
料
等　

無
料

■申
・
問 

公
益
社
団
法
人
大
分
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会　

☎
０

９
７

－

５
８
５

－

５
６
１
５　

FAX
０
９

７

－

５
８
５

－

５
６
１
６
／
公
益
社
団

法
人
豊
肥
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー　

☎
０
９
７
４

－

22

－

７
８
７
６ 

FAX
０
９
７
４

－

24

－

１
０
８
５

期
日　

７
月
９
日
㈫
～
11
日
㈭

時
間　

９
日
・
10
日
は
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
、
11
日
は
午
前
８
時

10
分
～
午
後
５
時
35
分

会
場　

豊
後
大
野
市
中
央
公
民
館
他

受
講
料　

２
３
７
６
０
円
（
一
部
免

除
者
１
９
４
４
０
円
）
と
テ
キ
ス
ト

代
１
６
２
０
円

※
申
込
者
が
６
人
以
下
の
場
合
は
中
止

期
日　

７
月
23
日
㈫
・
24
日
㈬
・
26

初
心
者
狩
猟
講
習
会

甲
種
防
火
管
理
再
講
習

厚
生
労
働
省
大
分
労
働
局
委
託
事
業

商
業
施
設
（
ス
ー
パ
ー
・
店
舗
）

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
管
理
者
講
習

玉
掛
け
技
能
講
習

車
両
系
建
設
機
械
運
転
技
能
講

習
（
整
地
等
）

地元で働いてみませんか？ふるさと求人情報

①一般事務 １人 16～18万円 ②４ｔダンプ運転手 

１人 20～25万円 ③和牛の飼育作業員 １人 16～

20万円 ④販売・配達員 １人 14.5～17万円 ⑤介護

職 ２人 12.8万円 ⑥歯科衛生士 １人 15.6～26.6

万円 ⑦接客係 ３人 15～20万円 ⑧工場内作業員 

２人 20万円 ⑨土木工務者 １人 25～30万円 ⑩組

立・検査員 ２人 11.8～12.9万円 ⑪清掃員 １人 

12.3～13.4万円 ⑫製造スタッフ ２人 19.3万円

〔パート求人〕（時給）

⑬ナイトフロント １人 770円 ⑭清掃 １人 800～

830円 ⑮調理補助員 １人 840円 ⑯一般事務員  １

人 800～850円 ⑰保育士 ３人 1026～1145円 ⑱

受付事務 ２人 800～900円 ⑲ホール係員 １人 

1200～1500円 ⑳厨房職員 １人 800～1000円 ㉑

洗浄員 １人 850～950円 ㉒レストランホールス

タッフ １人 1000～1200円 ㉓看護業務 １人 

800～850円 ㉔ホームヘルパー ２人 1097～

1342円

問 竹田市ふるさとハローワーク　☎63-1101
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たけたんインフォ

日
㈮

時
間　

23
日
・
24
日
は
午
前
８
時
15

分
～
午
後
４
時
45
分
、
26
日
は
午
前

８
時
15
分
～
午
後
５
時

会
場　

大
分
県
立
農
業
大
学
校

受
講
料　

４
８
６
０
０
円
と
テ
キ
ス

ト
代
１
４
０
０
円

日
時　

７
月
30
日
㈫
・
31
日
㈬
※
両

日
と
も
午
前
８
時
50
分
～
午
後
４
時

45
分

会
場　

豊
後
大
野
市
中
央
公
民
館

受
講
料　

会
員
９
１
８
０
円
（
会
員

外
１
１
８
８
０
円
）
と
テ
キ
ス
ト
代

１
０
８
０
円

■申
・
問 

（
一
社
）
大
分
県
労
働
基
準

協
会
豊
後
大
野
支
部　

☎
０
９
７

４

－

26

－

４
１
１
５　

FAX
０
９
７
４

－

26

－

４
１
４
６

日
時　

７
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰
※
両

日
と
も
午
前
10
時
～
午
後
５
時

会
場　

Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル

大
分 

４
１
０
会
議
室
（
大
分
市
金

池
南
１
丁
目
５
番
１
号
）

申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
大
分
県
火
薬
類
保
安
協
会

に
申
し
込
み

申
込
締
切　

７
月
19
日
㈮

■申
・
問 

一
般
社
団
法
人
大
分
県
火
薬

類
保
安
協
会
（
〒
８
７
０

－

０
０
４

５　

大
分
市
城
崎
町
２

－

１

－

５ 

司

法
ビ
ル
２
０
３
号
）　

☎
０
９
７

－

５

３
４

－

０
７
７
１　

FAX
０
９
７

－

５
３

４

－

０
７
７
８

ア
ー
ク
溶
接
等
特
別
教
育

令
和
元
年
度

火
薬
試
験
準
備
講
習
会

2019年度プレミアム付商品券を発行します

　消費税・地方税率の10％引き上げが、低所得者・子育て世帯の消費に与え

る影響を緩和するとともに、地域における消費を喚起・下支えすることを目的

として、２万５千円分を２万円で購入できるプレミアム付商品券を発行します。

■購入対象者

　①2019年度住民税非課税である方（課税基準日は2019年１月１日）

※住民税課税者と生計同一の配偶者・扶養親族・生活保護受給者等を除く

　②2016年４月２日以降に生まれた子が属する世帯の世帯主（2019年６月１

日時点）

　③2019年６月２日～７月31日までの間に生まれた子が属する世帯の世帯主

（2019年７月31日時点）及び2019年８月１日～９月30日までの間に生ま

れた子が属する世帯の世帯主（2019年９月30日時点）

※①の該当者の方には商品券購入引換券申請書を送付します。申請ののち

市社会福祉課にて要件確認と書類審査を行い、該当の方には商品券購入引

換券を送付します。

※②・③の該当者の方には商品券購入引換券を送付します。（申請不要）

■購入単位　

　４千円（商品券利用可能額500円×10枚綴り＝５千円）×５冊　

　※１冊から購入可能

■購入限度額　

　①の該当者は額面２万５千円（販売額２万円）

　②・③の該当者は額面２万５千円（販売額２万円）×対象となるお子さんの数

■商品券購入引換券申請期間　 

　７月中旬～ 11月29日㈮までに市社会福祉課で申請

■商品券購入可能期間

　10月１日㈫～ 2020年１月31日㈮の間、竹田商工会議所及び九州アルプス商

工会で購入可能

■商品券使用期間　10月１日㈫～ 2020年３月１日㈰

■商品券の利用対象外商品等　

　社会通念上、不適切と認める商品等（タバコは対象外）

■商品券利用可能店舗　市内店舗・事業所等

  事業者の方へ

　今回のプレミアム付商品券事業開始にあたり、商品券取扱店舗の募集を行

います。申請条件などの詳細は、竹田商工会議所（☎63-3161）または九州ア

ルプス商工会（☎76-0151）までお問い合わせください。

■申請受付期間

　第１次締切　６月14日㈮ ／ 最終締切　12月27日㈮

　※第１次締切以降は随時受付します。

問 社会福祉課　☎63-4811 ／ 商工観光課　☎63-4807
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人
権シリーズ　No.50

職場における

セクハラについて

　男
女
雇
用
機
会
均
等
法
で
は
、
職

場
に
お
い
て
労
働
者
の
意
に
反
し
て

性
的
な
言
動
が
行
わ
れ
、
そ
れ
を
労

働
者
が
拒
否
し
た
こ
と
で
解
雇
、
降

格
、
減
給
な
ど
の
不
利
益
を
受
け
る

こ
と
や
、
職
場
の
環
境
が
不
快
な
も

の
と
な
っ
た
た
め
に
労
働
者
が
就
業

す
る
上
で
支
障
が
生
じ
る
こ
と
を
、

「
職
場
に
お
け
る
セ
ク
ハ
ラ
」
と
規

定
し
て
い
ま
す
。

　セ
ク
ハ
ラ
被
害
に
遭
っ
た
時
の

対
応
策
は
は
っ
き
り
と
拒
絶
す
る

こ
と
。

　セ
ク
ハ
ラ
に
遭
っ
た
時
に
は
、

は
っ
き
り
と
拒
絶
の
意
思
を
表
示
す

べ
き
と
し
て
い
ま
す
。
我
慢
し
た

り
、
無
視
し
た
り
す
る
と
事
態
を
さ

ら
に
悪
化
さ
せ
て
し
ま
う
か
も
し
れ

な
い
か
ら
で
す
。

　し
か
し
、
確
か
に
拒
絶
の
意
思
を

示
す
の
は
必
要
で
す
が
、
そ
う
は

言
っ
て
も
、
恐
怖
で
拒
絶
の
意
思
を

示
す
こ
と
も
で
き
な
い
よ
う
な
状
況

や
、
拒
絶
し
て
も
全
く
加
害
者
に
そ

の
意
思
が
伝
わ
ら
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
飲
み
会
な
ど
で
は
、

セ
ク
ハ
ラ
に
遭
っ
て
も
「
大
げ
さ
に

騒
ぐ
の
は
よ
く
な
い
の
で
は
な
い

か
」「
雰
囲
気
を
壊
し
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
」
と
躊
躇
し
て
し
ま
う

気
持
ち
も
分
か
り
ま
す
。
そ
の
場
合

は
、
せ
め
て
そ
の
場
を
離
れ
る
よ
う

努
力
し
ま
し
ょ
う
。

　人
間
関
係
、
差
別
的
な
言
動
等

の
セ
ク
ハ
ラ
で
お
困
り
ご
と
が
あ
れ

ば
、
竹
田
市
人
権
・
部
落
差
別
解
消

推
進
課
（
☎
63-

４
８
２
０
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

労
働
保
険

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保

険
）
に
つ
い
て
は
、
毎
年
年
度
更
新

手
続
き
期
間
中
に
前
年
度
の
保
険
料

の
確
定
精
算
を
行
う
と
と
も
に
、
新

年
度
の
概
算
保
険
料
の
申
告
・
納
付

を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
年
度
更
新
手
続
き
期
間

は
、
６
月
３
日
㈪
か
ら
７
月
10
日
㈬

ま
で
で
す
。

※
労
災
保
険
率
、
労
務
費
率
（
建
設

事
業
の
み
）、
雇
用
保
険
率
及
び
一

般
拠
出
金
率
は
平
成
30
年
度
か
ら
変

更
あ
り
ま
せ
ん
。

問 

大
分
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
９
７

－

５
３
６

－

７
０
９
５
／
豊

後
大
野
労
働
基
準
監
督
署　

☎
０
９

７
４

－

22

－

０
１
５
３

募
　
集

募
集
コ
ー
ス　

３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
活
用

科
、
溶
接
施
工
技
術
科
、
建
築
Ｃ
Ａ

Ｄ
・
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科
、
設
備
技

術
科

訓
練
期
間　

８
月
２
日
㈮
～
２
０
２

０
年
１
月
31
日
㈮

募
集
期
間　

６
月
３
日
㈪
～
28
日
㈮

受
講
料　

無
料

※
説
明
会
を
６
月
18
日
㈫
に
行
い
ま

す
。

■申
・
問 

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

（
大
分
市
皆
春
１
４
８
３

－

１
）

☎
０
９
７

－

５
２
９

－

８
６
１
５

　

放
送
大
学
で
は
、
２
０
１
９
年
度

第
２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業
を

行
う
通
信
制
の
大
学
で
、
心
理
学
・

福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然

科
学
な
ど
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

出
願
期
間　

第
１
回
は
８
月
31
日
㈯

ま
で
、
第
２
回
は
９
月
20
日
㈮
ま
で

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス　

８
月
４
日

㈰
・
８
月
18
日
㈰
・
９
月
１
日
㈰

問 

放
送
大
学
大
分
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
７

－

67

－

１
１
９
１

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

学
校
説
明
会
や
学
生
ク
ラ
ブ
活
動

紹
介
、
高
専
生
が
行
う
体
験
学
習
や

模
擬
実
験
な
ど
、「
高
専
」
を
体
験

で
き
る
１
日
で
す
。

日
時　

７
月
６
日
㈯　

午
前
９
時
30

分
～
午
後
３
時

会
場　

大
分
工
業
高
等
専
門
学
校

（
大
分
市
大
字
牧
１
６
６
６
番
地
）

※
入
場
無
料
で
、
予
約
も
不
要
で
す
。

問 
大
分
工
業
高
等
専
門
学
校
総
務

課
企
画
係　

☎
０
９
７

－

５
５
２

－

６

４
５
０

資
格
取
得

　

歯
科
衛
生
士
は
、
お
口
の
健
康
づ

く
り
と
口
腔
ケ
ア
で
、
笑
顔
の
あ
る

健
康
な
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
国
家

資
格
の
専
門
職
で
す
。

○
就
職
率
は
１
０
０
％

○
県
内
に
学
校
が
あ
る
た
め
、
学
資

も
比
較
的
安
く
済
み
ま
す

○
卒
後
は
地
元
で
働
け
ま
す

○
結
婚
や
出
産
で
一
時
離
職
し
て
も

再
就
職
に
有
利

○
職
場
は
夜
勤
が
な
く
、
清
潔
で
快

適
　

学
校
や
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
の

資
料
を
ご
希
望
の
方
は
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

大
分
県
歯
科
技
術
専
門
学
校

（
〒
８
７
４

－

８
５
６
７　

別
府
市

亀
川
中
央
町
29

－

10
）
☎
０
９
７
７

－

67

－

３
０
３
８
／
学
校
法
人
平
松
学

園　

大
分
歯
科
専
門
学
校
（
〒
８
７

０

－

８
６
５
８　

大
分
市
千
代
町

３

－

３

－

８
）
☎
０
９
７

－

５
３
５

－

０
２
０
１

　

ま
た
、
県
内
の
歯
科
衛
生
士
不
足

は
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
に
お
け
る
歯
科
保
健
医
療
体
制

の
充
実
を
図
る
た
め
に
も
、
資
格
を

お
持
ち
の
皆
さ
ま
の
復
職
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

問 

大
分
県
歯
科
衛
生
士
会　

☎
・
FAX

０
９
７

－

５
４
５

－

３
２
０
３
※
月
・

水
・
金
曜
の
午
前
10
時
～
午
後
２
時

労
働
保
険
年
度
更
新

公
共
職
業
訓
練　

８
月
受
講
生

放
送
大
学
10
月
生

大
分
高
専
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
２
０
１
９

歯
科
衛
生
士
の
免
許
を
取
得
し

ま
せ
ん
か
？

たけたんインフォ／人権シリーズぬくもり
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休日・夜間の在宅当番医院／出張！えがおの子育て小児科

小児科外来休日当番医院

問豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）／みやわき小児科（☎0974-24-0230） 

　三重東クリニック（☎0974-22-6333）／竹田市立こども診療所（☎63-3838）

当番日 医　療　機　関

受付時間　8:30～11:30（こども診療所は9:00～12:00）

診療時間　9:00～12:00（三重東クリニックは8:30～12:00）

受診時の注意 当番医療機関についてはやむを得ず変更になる場合がありま

す。あらかじめ当番医療機関または竹田市消防署(☎63-0119)に電話でご確

認ください。また、院外薬局が休みの場合には、あらかじめ用意された約束

処方となることがあります。なお、毎月の当番表については、「おおいた医

療情報ほっとネット」で公開しています。

休日及び夜間の在宅当番医院

６月の在宅当番医院

当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

㈯

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

㈮

㈯

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

㈮

㈯

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

㈮

㈯

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

㈮

㈯

㈰

☎63-3241

☎64-7777

☎63-2270

☎63-2083

☎76-0008

☎75-2222

☎63-2016

☎64-7777

☎63-3241

☎63-2270

☎63-2006

☎63-2083

☎63-3387

☎63-2304

☎63-3241

大久保病院

道全内科

志賀内科

秦医院

竹田診療所

竹田クリニック

大久保病院

竹田医師会病院

道全内科

大久保病院

佐藤医院

志賀内科

柚須医院

竹田医師会病院

大久保病院

☎64-7777

☎63-2270

☎63-2083

☎63-2246

☎62-4014

☎64-9000

☎64-7777

☎63-3241

☎63-2270

☎64-7777

☎68-2005

☎63-2083

☎63-2016

☎63-3241

☎64-7777

受付時間　平日夜間　18：00～21：00　土曜日　13：00～21：00

　　　　　日曜、祝日　9：00～21：00

注意事項

・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診てもらう

ようお願いします。

・当番医は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事前に

症状などを電話で連絡したうえで受診してください。

・症状が重い場合は救急車を呼んでください。

・原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休日

当番病院を受診してください。

※当番医の情報については、変更になる場合があります。最新の

情報は、ケーブルテレビのデータ放送「休日当番医」をご覧い

ただくか、竹田市消防署（☎ 63-0119）でも確認できます。

竹田医師会病院

大久保病院

道全内科

志賀内科

久住加藤医院

伊藤医院

柚須医院

大久保病院

竹田医師会病院

道全内科

加藤内科医院

志賀内科

須小耳鼻咽喉科

くどう循環器科・内科

竹田医師会病院

※診療時間　9：00～12:00（受付11:30まで）

※診療時間を確認のうえ、受診してください。

※当番医の情報については、大分県歯科医師会のホームページでも確認すること

ができます。 

歯科休日当番医院

当番日 医　療　機　関 電話番号

第46回 今、改めて予防接種の

重要性をお話しします

　
竹
田
市
の
皆
さ
ま
、
引
き
続
き

竹
田
市
に
お
伺
い
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
と
て
も
う
れ
し
い
で

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
厚
生
労
働
省
が
す
す

め
る
「
働
き
方
改
革
」
に
て
、
私
が

竹
田
市
に
お
伺
い
で
き
る
期
間
に

は
限
定
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
ま
で
可
能
な
限
り
、「
子

ど
も
を
守
る
手
段
」
を
お
伝
え
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
子
ど
も
が
病
気
に
な
っ
た
と
き
、

早
く
お
医
者
さ
ん
に
診
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
お
医

者
さ
ん
に
か
か
れ
ば
本
当
に
治
る

の
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
は
違
い
ま

す
。
子
ど
も
の
感
染
症
の
９
割
は
病

院
を
受
診
し
な
く
て
も
、
薬
を
飲
ま

な
く
て
も
自
然
に
治
り
ま
す
が
、
残

り
の
１
割
に
は
治
療
薬
の
な
い
感

染
症
や
、
薬
の
効
き
に
く
く
な
っ
て

い
る
感
染
症
が
少
な
か
ら
ず
含
ま

れ
て
い
る
の
で
す
。
つ
ま
り
、
こ
の

よ
う
な
感
染
症
に
か
か
っ
た
場
合

は
、
ど
ん
な
に
早
く
医
療
機
関
を
受

診
し
て
薬
を
も
ら
っ
て
も
、
治
る
保

障
は
な
い
の
で
す
。

　
医
療
機
関
で
治
せ
な
い
感
染
症

を
予
防
す
る
の
が
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

そ
れ
を
知
っ
て
い
る
我
々
小
児
科
医

は
、
自
分
の
子
ど
も
に
は
定
期
予
防

接
種
は
当
然
、
お
金
の
か
か
る
任
意

予
防
接
種
も
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
小

児
科
医
と
し
て
診
察
す
る
際
も
、
ワ

ク
チ
ン
を
し
て
い
な
い
子
ど
も
が
熱

を
出
し
て
受
診
さ
れ
る
と
冷
や
冷

や
し
ま
す
。
ど
ん
な
名
医
で
も
治
せ

な
い
感
染
症
に
は
ワ
ク
チ
ン
が
唯
一

の
手
段
な
の
で
す
。

　
竹
田
市
民
で
あ
れ
ば
、
他
の
市
町

村
民
が
お
金
を
払
っ
て
受
け
て
い
る

任
意
予
防
接
種
を
「
無
料
」
で
受
け

ら
れ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
？
こ

の
よ
う
な
市
は
数
少
な
い
で
す
。
日

本
中
に
、
竹
田
市
で
子
育
て
で
き
る

こ
と
、
胸
を
張
っ
て
誇
り
ま
し
ょ

う
！

（
大
分
大
学
客
員
教
授
　
是
松
聖
悟
．）

６／ ２㈰

６／ ９㈰

６／16㈰

６／23㈰

６／30㈰

７／ ７㈰

まつもと歯科クリニック

久住加藤医院　歯科診療部

長湯ごとう歯科

竹田市荻歯科診療所

ふじさわ歯科医院

竹下歯科医院

☎62-2400

☎76-0008

☎75-3001

☎68-3263

☎64-1118

☎62-2662

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

豊後大野市民病院

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

豊後大野市民病院

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

豊後大野市民病院

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

みやわき小児科

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

豊後大野市民病院

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

豊後大野市民病院

６／ １㈯

６／ ２㈰

６／ ８㈯

６／ ９㈰

６／15㈯

６／16㈰

６／22㈯

６／23㈰

６／29㈯

６／30㈰

７／ ６㈯

７／ ７㈰
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学び舎／まるごと博物館

　
大
久
保
重
次
郎
氏
は
文
久
元

（
１
８
６
１
）
年
３
月
１
日
、
有

氏
村
七
里
田
大
津
唯
七
氏
の
二
男

に
生
ま
れ
た
。
明
治
21
（
１
８
８

８
）
年
２
月
、
有
氏
村
塔
の
原
の

大
久
保
金
次
郎
氏
と
養
子
縁
組
を

し
、
大
久
保
重
次
郎
と
改
姓
し

た
。

　
氏
の
幼
少
期
は
激
動
の
幕
末
、

記
録
的
な
豪
雨
や
百
姓
一
揆
、
維

新
の
改
革
の
中
で
育
ち
、
青
年
期

に
は
治
安
面
の
整
備
や
西
南
戦

争
、
学
制
改
革
、
地
元
の
小
学
校

建
設
で
は
三
村
合
併
の
都
野
村
構

想
の
も
と
、
本
校
及
び
４
分
校
が

で
き
た
。

　
氏
は
明
治
22
年
４
月
、
29
歳
で

都
野
村
会
議
員
に
な
り
村
政
に
取

り
組
み
、
生
涯
議
員
を
続
け
た
。

ま
た
、
明
治
33
年
に
産
業
組
合
法

が
公
布
さ
れ
る
と
、
大
正
12
年
ま

で
の
24
年
間
、
直
入
郡
農
会
代
議

員
及
び
評
議
員
を
務
め
、
翌
13
年

に
は
都
野
村
産
業
組
合
を
発
足
さ

せ
、
初
代
組
合
長
に
な
っ
た
。

　
明
治
41
年
５
月
12
日
、
都
野
村

助
役
と
な
り
、
翌
42
年
10
月
か
ら

大
正
10
年
12
月
ま
で
３
期
に
わ
た

り
、
都
野
村
村
長
を
務
め
た
。
こ

の
間
、
直
入
郡
産
馬
組
合
理
事

等
、
各
種
公
職
を
歴
任
し
た
。

　
都
野
村
役
場
や
小
学
校
の
新

築
、
道
路
の
開
鑿
等
功
績
は
大
き

い
。
殊
に
小
学
校
移
転
で
は
広
大

な
用
地
を
得
る
た
め
、
県
道
よ
り

１
㍍
ほ
ど
低
か
っ
た
土
地
を
埋
め

上
げ
、
県
道
沿
い
東
西
に
１
２

６
㍍
、
１
・
27
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
平

地
を
確
保
し
た
。
大
正
元
年
12

月
、
広
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
奥
に
俗

称
「
百
間
校
舎
」
、
都
野
尋
常
高

等
小
学
校
新
校
舎
が
完
成
し
た
。

そ
の
他
実
習
園
３
ア
ー
ル
、
植
物

園
23
ア
ー
ル
を
併
設
し
た
。

　
教
育
に
対
す
る
村
民
の
関
心
は

極
め
て
高
ま
り
、
就
学
率
は
急
増

し
た
。
大
正
２
年
に
は
、
児
童
の

出
席
歩
合
の
進
歩
が
顕
著
で
あ
る

都
野
小
学
校
が
直
入
郡
長
か
ら
表

彰
さ
れ
た
。

　
氏
は
常
に
村
民
の
豊
か
さ
を
求

め
続
け
、
昭
和
６
（
１
９
３
１
）

年
、
11
月
17
日
病
没
し
た
。
享
年

71
歳
ま
で
村
政
発
展
に
尽
く
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

（
退
職
校
長
会
都
野
分
会

文
責
　
工
藤
　
晃
）

参
考
資
料
　
都
野
百
年
の
あ
ゆ
み
・

久
住
町
誌
・
わ
が
母
校

都野村の発展に尽力した大久保重次郎

ま
る
ご
と
博
物
館

163

ぼくた
ち・私たちの

学び舎

　
名
水
百
選
に
選
ば
れ
、
竹
田
湧

水
群
が
校
区
に
広
が
る
祖
峰
小
学

校
。
旧
入
田
小
学
校
の
校
区
と
旧
宮

砥
小
学
校
の
校
区
、
旧
嫗
岳
小
学

校
の
校
区
を
合
わ
せ
も
ち
、
全
校
児

童
30
名
の
子
ど
も
た
ち
が
通
っ
て
い

ま
す
。

　
本
校
の
特
色
に
地
域
と
の
深
い

結
び
つ
き
が
あ
り
ま
す
。

　
地
域
の
方
か
ら
特
に
協
力
い
た
だ

い
て
い
る
行
事
を
三
つ
紹
介
し
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
田
植
え
、
稲
刈
り
、

餅
つ
き
体
験
で
す
。
４
、
５
年
生
の

子
ど
も
た
ち
は
、
学
校
運
営
協
議
会

委
員
の
方
の
水
田
を
お
借
り
し
、
指

導
を
受
け
な
が
ら
「
稲
苗
植
え
体

験
」
を
し
ま
す
。
ま
た
、
全
校
の
子

ど
も
た
ち
は
、

九
重
野
地
区
の

皆
さ
ん
の
ご
支

援･

ご
協

力
の

も
と
、
円
形
分

水
で
の｢

田

植

え

体

験｣

、
あ

わ
せ
て
「
エ
ノ

ハ
の
つ
か
み
取

り｣

を

行

い
、

そ
の
後
の
昼
食

で
ご
ち
そ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
し

て
、
秋
の
稲
刈
り
体
験
。
１
月
に
は

４
、
５
年
生
が
収
穫
し
た
餅
米
を

使
っ
て
、「
ふ
れ
あ
い
餅
つ
き
大
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
保
護
者
や
地
域
の

方
々
を
交
え
て
の
餅
つ
き
で
す
。
最

後
に
み
ん
な
で
お
い
し
く
味
わ
い
ま

す
。

　
二
つ
目
は
、
11
月
の｢

勤
労
感
謝

の
日｣

に
開
催
さ
れ
る
入
田
地
区
合

同
文
化
祭･

敬
老
会
へ
の
出
演
で

す
。
各
学
年
に
よ
る
合
唱
、
群
読
や

ダ
ン
ス
な
ど
の
出
し
物
と
全
校
に
よ

る
合
唱
「
も
み
じ
」
を
発
表
し
ま
す
。

　
三
つ
目
は
、
３
月
に
神
の
里
交
流

セ
ン
タ
ー｢

緒
環｣

で
行
わ
れ
る
「
ひ

い
な
祭
り
」
で
す
。
全
校
児
童
及
び

職
員
が
招
待
さ
れ
、
地
域
の
方
と
の

楽
し
い
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
月
の
学
び
舎

　竹
田
市
立
祖
峰
小
学
校

椎
茸
原
木
種
コ
マ
打
ち
体
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
神
原
地
区
の
歴
史

等
の
説
明
を
聞
い
た
後
、
用
意
し
て

い
た
だ
い
た
お
弁
当
を
み
ん
な
で
お

い
し
く
会
食
し
ま
す
。
そ
し
て
、
地

区
の
方
た
ち
の
手
作
り
道
具
で
昔

遊
び
（
竹
馬
、
水
鉄
砲
、
輪
投
げ
、

凧
揚
げ
な
ど
）
を
一
緒
に
楽
し
み
ま

す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
日
頃
で
き
な
い

体
験
活
動
や
遊
び
を
地
域
の
方
と
一

緒
に
な
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
保
護
者
の
方
を
は
じ
め
と
す
る

三
つ
の
地
域
の
方
々
の
支
え
で
、
子

ど
も
た
ち
の
学
び
が
深
ま
っ
て
お

り
、
か
け
が
え
の
な
い
体
験
が
で
き

て
い
ま
す
。

（
教
頭
　
後
藤
延
広
）

↑田植え体験

↑"ひいな祭り"での椎茸原木種コマ打ち体験

↑入田地区合同文化祭･敬老会への出演

お
だ
ま
き

↑大久保重次郎氏

か
い
さ
く

こ
と

おお　  く　　 ぼ　じゅう　じ　  ろう
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□□□□□□□□□□

今月の読み聞かせ

開館のご案内

他200冊ほど入りました。

新刊のご案内

【一般書】

・歪んだ波紋［講談社］
・夜が暗いとはかぎらない［ポプラ社］
・くらやみガールズトーク［KADOKAWA］

・闇夜の底で踊れ［集英社］
・歓待する文学［NHK出版］
・野村のイチロー論［幻冬舎］
・ほんとうに気持ちいいキャンプ場100
　2019年/2020年版［小学館］
・ヒミツのヒミツの猫集会［天夢人］

・メモの魔力－The Magic of Memos－［幻冬舎］
・日本一短い「先生」への手紙
　第26回一筆啓上賞［中央経済社］
　
【児童書】

・からくり探偵団ー茶運び人形の秘密ー
　［KADOKAWA］
・あまやどり［文研出版］
・大渋滞［PHP研究所］
・世界の子どもたち（全３巻）［鈴木出版］

・齋藤孝の覚えておきたい日本人［金の星社］

・地球なんでも大図鑑ーつながる百科ー［東京書籍］

・びっくり！変な名前の生き物［学研プラス］
・はりねずみくんのハグ［文芸社］

・ゴリラのくつや［あかね書房］
・とんかちこぞうとねこざかな［フレーベル館］
　

塩田　武士
寺地　はるな

朱野　帰子
増島　拓哉
小野　正嗣
野村　克也

BE-PAL編集部
沖　昌之　写真／

池澤 春菜・いしい しんじ・前田 司郎　文／今泉 忠明　解説
前田  裕二

公益財団法人丸岡文化財団

藤江  じゅん　作／三木  謙次　絵
市川  宣子　作／陣崎  草子　絵

いとう　みく　作／いつか　絵

マーグリート・ルアーズ　文／大西　昧　訳

齋藤　孝　著／深蔵　絵

DK社

堀内　恵　作／ゴトウ　ノリユキ　絵
谷口　智則　作

わたなべ　ゆういち　作・絵

　令和元年も１か月が経ちました。新緑がまぶしいこの季節、図書館の木々も若芽を伸
ばし青々として元気です。
　さてうっとうしい梅雨に入りますが、仕事の手を休めて本を開くと、楽しい世界に浸
れること間違いなし！
　図書館もさわやかになれるおすすめの本や夢中になる一冊を取り揃えて、皆さまのお
越しをお待ちしています。
　雨の日はどうぞ図書館へお出かけください。

　４コマですぐわかる防災ハンドブックはいかが
ですか？防災士でありイラストレーターの著者
が、地 震・津 波・火 事・台 風・豪 雨・竜 巻・冠
水・土砂災害・避難生活などが起こったときの
「備え」「行動」「アイディア」がひと目でわかる
ように４コマ防災を綴りました。
　家に一冊備えておくとよいかも知れませんね！

おはなしひろば
　毎週火曜日 午前10時30分～11時　おはなしひろば
おはなしルーム

　６月 ６日㈭ 午後２時～２時30分　竹田幼稚園
　６月13日㈭ 午後２時～２時30分　南部幼稚園
たけのこ文庫のおはなし会

　６月 ８日㈯ 午後３時～３時30分　おはなしひろば

図書室のご案内

　久住図書室
　久住山を一望できる久住
公民館の中に久住図書室が
あります。公民館に入ると
図書館の看板が皆さんを出
迎えてくれます。靴を脱いでゆったりと過ごせるスペース
です。読みたい本を選んで、公民館の事務室のカウンター
で貸し出しの手続きをしてください。返却やリクエストな
ども受け付けています。
　本館で借りた本を久住図書室で返却することもできます
ので、ぜひご利用ください。

竹田市立図書館（TEL&FAX 63-1048）
　開館時間 午前10時～午後６時　休館日 月曜日・第４金曜日

荻駅交流館図書室（TEL&FAX 68-2200）
　開館時間 午前10時～午後６時　休館日 土・日・祝日等

久住図書室（TEL 76-0717 FAX 76-0724）
直入図書室（TEL 75-2211 FAX 75-2217）
　開館時間 午前８時30分～午後５時　休館日 土・日・祝日等

竹田市立図書館（TEL&FAX 63-1048）
　開館時間 午前10時～午後６時　休館日 月曜日・第４金曜日

荻駅交流館図書室（TEL&FAX 68-2200）
　開館時間 午前10時～午後６時　休館日 土・日・祝日等

久住図書室（TEL 76-0717 FAX 76-0724）
直入図書室（TEL 75-2211 FAX 75-2217）
　開館時間 午前８時30分～午後５時　休館日 土・日・祝日等

司書おすすめの一冊

「新　みんなの防災
　　　　　　ハンドブック」

草野　かおる　　ディスカヴァー・トゥエンティワン

　ひとりで遊ぶドンドンは、ある日駄菓子やで色
とりどりのあめだまを手に入れる。口に入れる
と、突然まわりの声が聞こえてきた！年老いた犬
や、今は亡きおばあちゃんの心の声を聞くうち
に、ドンドンの心にも変化が…。

「あめだま」

ペク・ヒナ　作／長谷川 義史　訳　  ブロンズ新社

一般書

児童書

6月

　久住在住の著者の、20年前に書かれた子どもた
ちへのメッセージが再版されました。少女鳩の
「優」を主人公に明日に向かって大きく羽ばたく
姿を描いています。
　久住の大自然を思い浮かべながら読んでみてく
ださい。

「明日に向かって飛べ！」
椿　耕二　　文藝書房

郷土の本

り
、
都
野
村
村
長
を
務
め
た
。
こ

等
、
各
種
公
職
を
歴
任
し
た
。

築
、
道
路
の
開
鑿
等
功
績
は
大
き

（
退
職
校
長
会
都
野
分
会

久
住
町
誌
・
わ
が
母
校
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市長コラム

〈第117回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが『有

由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま

れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が

働くからであるという意味です。
←「最強の城」に決まった次の

日から、多くの観光客の皆

さんが岡城を訪れてくれま

した。今回の快挙が末長く

来訪者を増やすきっかけに

なることを祈るばかりです

テ
レ
ビ
で
全
国
放
映
さ
れ
た
『
岡
城
阯
の
底
力
』

　
わ
が
竹
田
市
が
誇
る
史
跡
の
ひ
と
つ
、
岡
城
阯

が
「
日
本
最
強
の
城
」
に
選
ば
れ
た
。

　
あ
な
た
も
絶
対
行
き
た
く
な
る
！
と
い
う
触
れ

込
み
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
全
国
ネ
ッ
ト
で
報
じ
た
番
組

だ
っ
た
だ
け
に
、
番
組
が
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎

え
る
頃
か
ら
私
の
携
帯
電
話
は
鳴
り
っ
ぱ
な
し
。

全
国
か
ら
賞
賛
や
励
ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
続
々

と
届
い
た
。

　
選
定
に
参
加
し
て
い
た
ゲ
ス
ト
の
面
々
か
ら
も

岡
城
に
寄
せ
る
熱
き
想
い
が
語
ら
れ
た
。
春
風
亭

昇
太
師
匠
は
落
語
界
で
も
有
名
な
お
城
好
き
だ

し
、
俳
優
の
高
橋
英
樹
さ
ん
も
「
荒
城
の
月
に
思

い
を
は
せ
た
」
と
コ
メ
ン
ト
。
そ
し
て
い
ま
一
番

の
お
城
博
士
と
呼
ば
れ
る
奈
良
大
学
の
千
田
嘉
博

教
授
は
、
「
竹
田
市
に
よ
る
石
垣
整
備
に
よ
り
本

来
の
魅
力
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
」
と
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
に
拍
手
を
送
っ
て
く
れ
た
。

　
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
四
季
折
々
の
岡
城
の
美

し
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
（
案
内
役
）

を
務
め
て
く
れ
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
藪
内
成

基
君
の
話
も
絶
妙
だ
っ
た
。
彼
自
身
が
「
岡
城
に

魅
せ
ら
れ
て
移
住
し
た
」
と
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
露
し
た
り
、
と
に
か
く
映
像
だ

け
で
は
語
り
つ
く
せ
な
い
岡
城
の
魅
力
が
満
載
で

あ
っ
た
。

　
放
映
さ
れ
た
の
が
夜
の
９
時
だ
っ
た
が
、
こ
の

番
組
を
見
た
ら
明
日
の
朝
は
相
当
な
観
光
客
が
訪

れ
る
に
ち
が
い
な
い
と
直
感
し
た
。
当
然
だ
ろ

う
。
放
映
さ
れ
た
の
は
５
月
３
日
で
空
前
絶
後
の

10
連
休
の
真
ん
中
だ
っ
た
の
だ
か
ら
。

　
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
て
は
な
ら
な
い
と
思

い
、
手
当
た
り
次
第
に
職
員
に
メ
ー
ル
を
送
っ

た
。
す
で
に
か
な
り
の
職
員
が
私
と
同
じ
思
い
を

持
っ
て
い
た
ら
し
く
、
「
明
日
の
朝
は
８
時
過
ぎ

に
現
地
に
集
合
す
る
よ
う
に
手
配
し
ま
し
た
」
と

か
「
横
断
幕
を
徹
夜
で
作
ろ
う
と
話
し
て
い
た
と

こ
ろ
で
す
」
と
う
れ
し
い
返
事
。

　
し
か
し
て
。
４
日
の
朝
現
地
に
向
か
う
と
す
で

に
横
断
幕
が
張
ら
れ
、
そ
し
て
１
位
に
な
っ
た
こ

と
を
記
念
す
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
用
意
さ
れ
て
い

た
。
案
の
定
、
朝
早
く
か
ら
次
か
ら
次
に
観
光
客

が
押
し
寄
せ
た
。
直
接
お
聞
き
し
て
み
る
と
、
半

数
く
ら
い
の
人
が
県
外
か
ら
。
福
岡
県
や
北
九
州

と
い
う
人
た
ち
に
交
じ
っ
て
、
広
島
県
や
岡
山
県

か
ら
と
い
う
人
も
い
た
。
相
当
に
早
い
時
刻
に
家

を
出
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
と
お
訪
ね
し
て
み
る
と
、

ほ
と
ん
ど
の
人
が
「
連
休
を
利
用
し
て
近
く
に
泊

ま
っ
て
い
ま
し
た
」
と
か
「
実
家
に
帰
省
し
て
い

た
の
で
す
が
、
テ
レ
ビ
を
見
て
立
ち
寄
り
ま
し

た
」
と
い
う
人
ば
か
り
。

　
あ
ら
た
め
て
テ
レ
ビ
の
力
、
そ
し
て
全
国
放
送

の
効
果
を
教
え
ら
れ
た
。

　
結
局
こ
の
日
だ
け
で
訪
問
者
は
１
４
０
０
人
。

翌
日
も
１
１
０
０
人
を
数
え
、
10
連
休
の
間
に
６

０
０
０
人
が
訪
れ
た
。
最
近
の
岡
城
の
入
場
者
は

年
間
で
６
万
人
ほ
ど
だ
か
ら
、
こ
の
10
日
間
だ
け

で
年
間
の
１
割
が
訪
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
様
々
な
反
響
が
届
け
ら
れ
た
が
、
一
番
多
か
っ

チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
て『
世
界
の
中
の
竹
田
』
を

た
意
見
は
、
「
昇
太
師
匠
も
高
橋
英
樹
さ
ん
も
岡

城
を
訪
ね
て
み
た
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
よ
。
是

非
お
招
き
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

　
た
し
か
に
千
田
先
生
は
４
年
前
の
「
山
城
サ

ミ
ッ
ト
in
竹
田
」
な
ど
で
岡
城
を
知
っ
て
く
れ
て

い
た
も
の
の
、
ほ
か
の
二
人
は
ま
だ
岡
城
を
目
の

当
た
り
に
し
て
い
な
い
。
ご
両
人
と
も
に
訪
ね
て

み
た
い
と
話
し
て
お
ら
れ
た
か
ら
是
非
近
い
う
ち

に
お
誘
い
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
同
じ
日
、
民
放
で
は
『
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
』

も
紹
介
さ
れ
て
い
て
、
長
湯
温
泉
が
全
国
の
11
番

目
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
た
。

　
も
う
ひ
と
つ
、
古
町
に
開
設
し
た
竹
田
キ
リ
シ

タ
ン
研
究
所
（
資
料
館
）
か
ら
平
成
30
年
度
の
総

会
資
料
が
送
ら
れ
て
き
た
。
年
間
の
来
館
者
数
は

実
に
１
０
１
５
３
人
。
最
も
多
か
っ
た
の
は
福
岡

県
か
ら
で
２
７
１
７
人
、
次
い
で
東
京
都
が
８
４

４
人
。
外
国
で
は
韓
国
か
ら
が
61
人
、
次
い
で
ド

イ
ツ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ア
メ
リ
カ
と
な
っ
て
い

る
。

　
あ
ら
た
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
岡
城

に
し
て
も
長
湯
温
泉
に
し
て
も
、
そ
し
て
竹
田
キ

リ
シ
タ
ン
に
し
て
も
国
内
は
も
と
よ
り
、
世
界
に

通
用
す
る
宝
物
を
私
た
ち
竹
田
市
民
は
持
っ
て
い

る
と
い
う
現
実
で
あ
る
。

　
課
題
は
、
こ
う
し
た
力
に
ど
う
磨
き
を
か
け
て

い
く
か
で
あ
る
。
神
妙
に
考
え
込
む
の
で
は
な

く
、
楽
し
い
夢
を
描
く
こ
と
か
ら
始
め
て
み
よ

う
。
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令和新時代を翔ける ほか

割
が
訪
れ
た
こ
と
に
な
る
。

一期一笑
～あなたと笑顔で過ごす時間を大切にします～

特別養護老人ホーム 荻の苑

　  熊野  崇裕  さん（30歳）

　
「
入
所
者
の
笑
顔
を
み
る
と
、
こ

ち
ら
も
嬉
し
く
な
り
ま
す
ね
」
と
爽

や
か
な
笑
顔
で
話
す
熊
野
崇
裕
さ

ん
。
荻
町
の
中
心
部
、
緑
豊
か
な
自

然
に
囲
ま
れ
、
四
季
の
移
ろ
い
を
感

じ
る
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
荻
の

苑
」
が
熊
野
さ
ん
の
職
場
だ
。
平
成

の
初
め
に
生
ま
れ
た
熊
野
さ
ん
に
、

新
し
い
令
和
の
時
代
へ
の
思
い
を
聞

い
た
。

◆
　
　
◆
　
　
◆

　
荻
町
政
所
に
生
ま
れ
た
熊
野
さ

ん
は
緑
ヶ
丘
中
学
校
、
竹
田
高
校
と

進
学
。「
命
を
救
う
仕
事
に
就
き
た

い
」
と
、
知
人
の
紹
介
で
介
護
の
道

へ
。「
何

の

知

識

も

な
く
、
飛
び
込
ん
だ

介
護
の
世
界
。
慣
れ

な
い
仕
事
で
戸
惑
い

の
連
続
だ
っ
た
」

　
そ
ん
な
熊
野
さ
ん

の
心
の
拠
り
ど
こ
ろ

に
な
っ
た
の
は
職
場

の

上

司

た

ち
。「
介

護

現

場

に

は

珍

し

く
、
男
性
が
多
い
職

場
。
介
助
の
仕
方
な

ど
い
ろ
い
ろ
と
相
談

に
乗
っ
て
も
ら
っ
た
」

と
話
す
。

　
野
球
に
明
け
暮
れ

て
い
た
少
年
時
代
。

「
他
に
遊
ん
だ
記
憶

も
な
い
ほ
ど
、
毎
日

真
っ
黒
に
な
っ
て
ボ
ー
ル
を
追
い
か

け
て
い
た
」
と
、
当
時
を
懐
か
し
そ

う
に
振
り
返
る
熊
野
さ
ん
。
働
き
な

が
ら
、
日
々
勉
強
し
取
得
し
た
資
格

は
「
介
護
福
祉
士
」
と
「
ユ
ニ
ッ
ト

リ
ー
ダ
ー
」。
後
者
は
居
室
が
す
べ

て
個
室
で
、
入
居
者
一
人
ひ
と
り
に

寄
り
添
っ
た
ケ
ア
を
行
う
「
ユ
ニ
ッ

ト
型
施
設
」
に
お
い
て
、
利
用
者
へ

提
供
す
る
ケ
ア
を
、
メ
ン
バ
ー
と
一

緒
に
考
え
実
践
し
て
い
く
リ
ー

ダ
ー
だ
。「
目
標
を
一
つ
ず
つ
ク
リ

ア
し
、
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
。
寝
た
き
り
の
方
で

あ
っ
て
も
、
楽
し
く
日
々
を
過
ご
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
入
居
者
は
も
ち

ろ
ん
、
職
員
自
身
の
喜
び
に
繋
が

る
」
と
力
を
込
め
る
。

◆
　
　
◆
　
　
◆

　
施
設
の
理
念
は
「
一
期
一
笑
」。

自
身
が
考
案
し
た
も
の
だ
。「
入
居

者
が
笑
顔
で
過
ご
し
て
く
れ
る
こ
と

が
一
番
。
介
護
の
仕
事
を
通
じ
て
、

高
齢
化
が
進
む
地
域
が
明
る
く
な

れ
ば
」
と
話
す
熊
野
さ
ん
。
２
児
の

父
親
で
も
あ
る
熊
野
さ
ん
は
、
施
設

の
前
を
通
る
た
び
に
「
パ
パ
ー
！
」

と
手
を
振
っ
て
く
れ
る
お
子
さ
ん
に

「
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り

ま
す
ね
。
令
和
の
時
代
も
平
和
な
世

の
中
が
続
き
、
誰
も
が
笑
顔
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
で
あ
っ
て
ほ
し

い
」
と
優
し
さ
に
溢
れ
た
表
情
で
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

令和新時代を翔ける 第２回

永
冨
勝
さ
ん
が
105
歳
の
誕
生
日

令
和
の
初
日
に―

―

　
永
冨
勝
さ
ん
（
直
入
・
神
の
原
）

が
令
和
元
年
の
初
日
、
１
０
５
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　
大
正
３
年
５
月
１
日
、
直
入
町
上

田
北
で
生
ま
れ
た
永
冨
さ
ん
。
戦
時

中
は
炭
鉱
機
械
の
整
備
士
と
し
て
、

戦
後
は
山
を
切
り
拓
き
、
農
業
を
営

ん
で
き
ま
し
た
。
５
年
前
ま
で
（
な
ん

と
１
０
０
歳
ま
で
!!
）
椎
茸
の
駒
打

ち
作
業
を
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
趣
味
は
料
理
。
昔
は
地
域
の
人
に

よ
く
腕
を
振
る
う
な
ど
、「
自
分
の

好
き
な
こ
と
を
と
こ
と
ん
す
る
の
が

長
寿
の
秘
訣
」
と
い
う
永
冨
さ
ん

は
、
ひ
孫
の
永
冨
悠
斗
く
ん
（
11
歳
）

か
ら
お
祝
い
の
花
束
を
受
け
取
り
、

「
令
和
の
時
代
は
戦
争
の
な
い
平
和

な
世
の
中
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と

願
っ
て
い
ま
し
た
。

↑新しい時代の初日に、105歳の誕生日を迎えた

永冨勝さん。ご家族から花束を贈られ、嬉しそ

うな表情を見せていました

↑施設の職員に教えてもらいながら、利用者の手を優しく洗う高校生ら

笑顔で優しく“看護の心”
　看護についての関心を高め、理解を深めても

らおうと５月17日、「一日看護体験」が行われ

ました。

　高校生25人が市内３つの医療機関や高齢者施

設に分かれ、看護を体験。竹田市飛田川の特別

養護老人ホーム「こころの郷」では、竹田高校

と竹田南高校の３年生８人が車椅子を押して介

助したり、お湯につけた高齢者の手や足を優し

く洗うなど、「看護の心」を学んでいました。

くま の たか ひろ

な
が

と
み

ま
さ
るゆ

う 

と
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第171回 郷土の植物
（362）

　
山
地
の
火
山
灰
土
に
お
お
わ
れ

た
日
当
た
り
の
い
い
山
頂
帯
の
風

衝
地
や
林
内
に
生
育
す
る
半
常
緑

（
冬
で
も
一
部
の
葉
は
落
葉
し
な

い
）
低
木
で
大
群
落
を
つ
く
り
ま

す
。
岩
場
に
あ
る
樹
形
は
、
き
び

し
い
風
雪
に
耐
え
て
枝
が
ほ
ふ
く

状
に
広
が
り
独
特
の
形
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
林
内
で
は
高
さ
２
㍍

に
な
り
ま
す
。

　
互
生
で
全
縁
（
ふ
ち
に
ぎ
ざ
ぎ

ざ
が
な
い
）
の
葉
は
枝
先
に
つ

き
、
へ
ら
形
を
し
た
倒
卵
形
で
両

面
に
茶
色
の
毛
が
散
生
し
ま
す
。

大
き
さ
は
長
さ
１
・
５
㌢
、
幅
が

１
㌢
ほ
ど
で
す
。

　
初
夏
の
頃
、
枝
先
に
５
個
に
中

裂
す
る
漏
斗
状
の
径
３
㌢
ほ
ど
の

紅
紫
色
の
花
を
数
個
集
め
て
咲
か

せ
ま
す
。
雄
し
べ
の
５
個
の
花
糸

と
雌
し
べ
の
１
個
の
花
柱
が
突
き

出
て
目
立
ち
ま
す
。

　
和
名
の
由
来
は
深
山
に
生
え
、

鹿
児
島
県
の
霧
島
山
に
ち
な
ん
で

深
山
霧
島
の
名
が
あ
り
ま
す
。

　
竹
田
で
は
市
花
に
な
っ
て
い
て

標
高
の
高
い
く
じ
ゅ
う
山
系
の
山

頂
帯
で
多
く
観
察
さ
れ
ま
す
。
大

船
山
の
群
落
は
国
の
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
個
体
は

少
な
い
で
す
が
祖
母
山
系
で
も
見

ら
れ
ま
す
。
花
期
は
６
月
で
す
。

まるで紫の昇り竜
　荻町叶野の阿南則生さん宅のフジ

が今年も紫色の美しい花を咲かせま

した。

　地域のシンボルにもなっているフ

ジは、高さ15メートルを超える杉の

木を覆い尽くすように巻き付き、初夏

になると、紫の竜が空に昇っているよ

うな壮大な光景が広がります。

　40年ほど前、もともと植わってい

たヤマフジに、知人から譲り受けたフ

ジを接ぎ木したところ、年々成長。花

穂は１メートルを超えるものもあり、

毎年県内外からカメラマンや見物客

が訪れています。

　今年の見頃は終わりましたが、来

年も壮観な姿で来訪者の目を楽しま

せてくれることでしょう。

か   
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ん 
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い  

ど
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ょ
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た
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ょ
う

こ
う  

し
し
ょ
く

お

め

つ

し
ん
ざ
ん
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か

か
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か
　
し
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は
ん
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だ
い
ぐ
ん
ら
く

じ
ゅ
け
い

た

じ
ょ
う

ど
く
と
く

ぜ
ん
え
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と
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ら
ん
け
い

さ
ん
せ
い

のり  お


